
「音楽で暮らしに感動を届ける」ザ・シンフォニーホールの情報誌
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日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール

BEST OF BEETHOVEN

広島交響楽団 
第405回プレミアム定期演奏会 大阪公演

～ベートーヴェン生誕250周年記念　特別公演～

清水和音 ベートーヴェン ピアノ協奏曲 全曲演奏会
～ニューアルバム「ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ集」日本・欧州同時発売記念～

福間洸太朗 ピアノ・リサイタル
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「BEST OF BEETHOVEN」と題したチクルス公演の第一弾に登場！日
本を代表する名匠がピアノ協奏曲 第5番「皇帝」を華麗に披露します。

2017年、ベートーヴェンの「3大ソナタ」でホールを超満員にした関本昌平。郷
古 廉、横坂 源とともにヴァイオリン、チェロ、ピアノの三重協奏曲で魅せます。

●公演の詳細はP10-11をチェック！

●公演の詳細は
P6をチェック！

●公演の詳細は
P8をチェック！

ドイツを代表するピアノ界の巨匠 オピッツが4年ぶりにザ・シンフォニー
ホールに登場。オピッツは2018年にザ・シンフォニーホールのピアノを選
定。もちろん、自ら選んだピアノで協奏曲「皇帝」を披露します。進化し続け
る広島交響楽団との共演に注目です！

圧巻のベートーヴェンピアノ協奏曲全曲演奏会が実現！5曲を一度に聴く
ことで、ベートーヴェンの魅力が再発見できるでしょう。清水和音のエネル
ギーみなぎる、怒涛の4時間公演は必聴です！

ザ・シンフォニーホールでの初リサイタル！ 昨年公開された映画『蜜蜂と遠
雷』では、松坂桃李演じるピアニストの演奏を担当したことでも話題となっ
た福間洸太朗。4月にリリースされるニューアルバムを提げて、ベートーヴェ
ンのピアノソナタで大阪のファンを沸かします。

2年半ぶりとなるザ・シンフォニーホールでのリサイタルが決定しました。
前回は、超満員のお客様を、幸せに満ちた演奏で包み込みました。今
回は傑作「24のプレリュード」を含むオール・ショパンプログラム。感動
のステージを是非ご期待ください！

-----------------------------------------------------------------------------------
［指揮］梅田俊明　［管弦楽］日本センチュリー交響楽団
ベートーヴェン：ピアノ協奏曲 第2番 変ロ長調 op.19／ピアノ協奏曲　第1番　ハ長調 
op.15／ピアノ協奏曲 第3番 ハ短調 op.37／ピアノ協奏曲 第4番 ト長調 op.58／ピアノ
協奏曲 第5番 変ホ長調 op.73「皇帝」
S 8,500円　A 7,000円　B 5,500円 （税込）
[主催]MIYAZAWA&Co.／ザ・シンフォニーホール

-----------------------------------------------------------------------------------
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ 第8番 op.13「悲愴」／ピアノ・ソナタ 第17番　op.31-2「テン
ペスト」／ピアノ・ソナタ 第14番 op.27-2「月光」／ピアノ・ソナタ 第23番 op.57「熱情」
全席指定　4,000円 （税込）
[主催]MIYAZAWA&Co.／ザ・シンフォニーホール

【ご予約・お問合せ】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

ザ・シンフォニーホールが贈る
極上のピアノプログラムを見逃せない！

定型ハガキに下記の情報を記載いただき、63円切手を貼付の上、ポストに投函ください。
【定型ハガキ裏】1.お名前（フリガナ付き）、2.性別、3.郵便番号、4.住所、5.電話番号、
6.メールアドレス（メールマガジン受取りの場合）

【定型ハガキ表】531-8501 大阪市北区大淀南2丁目3-3
ザ・シンフォニーホール「シンフォニア」係

02	 トゥガン・ソヒエフ指揮 パリ管弦楽団
04	 真夏のチャイコ3連投！熱狂コンチェルト 上原彩子インタビュー
06	 シャルル・リシャール=アムラン オール・ショパンプログラム「雨だれ」
07	 ライト・シンフォニックコンサート ～大人の贅沢～
	 川井郁子インタビュー
08	 広島交響楽団 第405回 プレミアム定期演奏会大阪公演
09	 ギル・シャハム ヴァイオリン・リサイタル
10	 日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール
	 BEST OF BEETHOVEN
12	 外山雄三 ドヴォルザ－ク 交響曲 第8番&第9番
13	 日本センチュリー交響楽団 ハイドンマラソン
14	 プロジェクションマッピング×パイプオルガン
	 超絶のボヘミアン・ラプソディ QUEEN×ABBA 追加公演
15	 オールバッハ名曲選！！ 真夏のオルガンコンサート 2020
16	 The Symphony Hall Big Band
	 ～Music Director 菊池寿人～ Vol.15 スペシャル・ゲスト 古澤 巌
18	 岡 幸二郎 ベスト・オブ・ミュージカル 大阪公演
	 関西フィル 第6回親子定期演奏会 夏休み自由研究は、
	 これで決まり！！ 第2弾 ヨーロッパ一周！音楽の旅♪
19	 コロンえりか（ソプラノ）オペラ・ラティーナ
	 石田泰尚ヴァイオリン・リサイタル2020
20	 工藤重典と世界で活躍する若き音楽家たち
	 〈モーツァルト フルート四重奏曲全曲演奏会〉
	 〈名曲シリーズ〉大阪フィル×ザ・シンフォニーホール
	 ソワレ・シンフォニー Vol.15
21	 山形交響楽団 特別演奏会 さくらんぼコンサート 2020 大阪公演
	 The Symphoy Hall×和太鼓松村組 夏祭り 2020
	 夏夜に轟く星屑の響き
22	 ABCテレビ主催公演・イベント情報
26	 日本センチュリー交響楽団
28	 welcome more musicians!
	 音楽を愛する団体が集うザ・シンフォニーホール
29	 ホールトピックス
30	 堀江政生のシンフォニア・アワーVol.38
31	 Concert Calender 2020.3～2020.5
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※記載公演の内容は変更になる場合がございますので、予めご了承ください。

【お客様の個人情報の取り扱いについて】株式会社ザ・シンフォニーホールでは、次に掲げた内容にしたがって、個人情報の保護に努めてまいりま
す。○お客様からご提供いただいた個人情報については、個人情報に関する法令、規範に則り適正に管理いたします。○お客様からいただいた個
人情報は、以下の目的のみに使用し、それ以外には一切使用いたしません。（1）シンフォニア会員様への情報誌「シンフォニア」および関連する印
刷物の発送（2）ザ・シンフォニーホールで開催する催事をご案内する印刷物の発送（3）ホールなど施設の利用に関するご案内、ご連絡（4）ザ・シ
ンフォニーホールの事業、サービスの開発・改善を目的とした調査・研究のためのアンケートの送付・分析・データ集積（5）チケット予約販売に伴
う、ご本人確認およびご連絡（6）株式会社ザ・シンフォニーホールに関するご案内の発送○個人情報のご提供はご自身の意思でご本人様が行う
ものといたします。○お客様の個人情報を、適正かつ迅速に処理するため、その作業を外部の企業に委託して行うことがあります。その場合、委
託先において個人情報が安全に管理されるよう適切に監督します。

※手続き完了後、約2週間で会員番号のお知らせと、シンフォニア最新号をお送り致します。

シンフォニア会員にご登録いただきますと、先行予約のご利用、シンフォニアのお届け、
メールマガジンの受け取り等お得な特典をご利用いただけます。ぜひご登録ください！

シンフォニア会員登録方法

ザ・シンフォニーホール ホームページ
http://www.symphonyhall.jp/ からご登録下さい。
▼ ハガキでのご登録

▼ ＷＥＢサイトからのご登録

※携帯端末のメールアドレスをご登録いただく場合、受信設定をしている方はメールが受信できない場合がございます。「@
symphonyhall.jp」をドメイン指定受信して下さい。指定方法はご利用の携帯電話会社にお問い合わせください。

携帯・スマートフォン
をご使 用の方はこ
ちらからアクセスし
ていただけます。
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登録費
年会費
 無料！

●先行予約：3月19日（木）10:00AM〜（一部の公演は3月18日（水）〜）
※Sinfonia会員先行予約期間中は、電話・WEBのみのご予約となります。
※ザ・シンフォニー チケットセンター窓口、館内プレイガイドでの販売はございません。
※Sinfonia会員先行期間中にご予約されたチケットは、すべて郵送でのお届けとなります。
●電話：ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
（10：00～18：00 火曜定休）
●WEB：http://www.symphonyhall.jp/

3月のＳｉｎｆｏｎｉａ会員先行予約

2020年
2020年、ザ・シンフォニーホールの
ピアノプログラムがとにかく熱い！
今春から年末まで、超一流のピアニストの出演、
そしてお客様の心を弾ます
プログラムが目白押しです。
ここでは、ザ・シンフォニーホールで
行われるたくさんのピアノプログラムの中から、
6公演をピックアップします。



名門 パリ管弦楽団の2年ぶりとなる

ザ・シンフォニーホールでのコンサートが決定！ 

世界中から注目を集める若き俊英 トゥガン・ソヒエフが

パリ管弦楽団を率いて来日する。

ホールにまた新たな感動の記録を

刻むだろう名演に、期待していただきたい。
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【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

[指揮]トゥガン・ソヒエフ　[ヴァイオリン]ギル・シャハム
[管弦楽]パリ管弦楽団
----------------------------------------------------------------------------------
ドビュッシー：牧神の午後への前奏曲
サン＝サーンス：ヴァイオリン協奏曲 第3番 ロ短調 op.61
ストラヴィンスキー：バレエ音楽「春の祭典」
----------------------------------------------------------------------------------
2020.10/22（木） 7:00PM
S 19,000円　A 16,000円　B 13,000円　C 9,000円　プレミアム 28,000円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

©Luke Ratray
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こ
と
を
詳
し
く
存
じ
上
げ
て
い
な
い

の
で
す
が
、と
て
も
楽
し
み
で
す
ね
」。

　

そ
し
て
、飯
森
範
親
指
揮
の
日
本
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
が
共
演
。「
関

西
で
は
一
番
、
ご
一
緒
す
る
機
会
が
多

く
て
、〝
気
心
の
知
れ
た
関
係
〞。『
私
の

音
を
聴
い
て
く
れ
て
い
る
』と
い
う
絶

対
的
な
信
頼
と
安
心
感
が
あ
る
の
で
、

『
合
わ
せ
な
き
ゃ
』の
意
識
を
持
た
ず
、

凄
く
自
由
に
な
れ
る
し
、楽
し
め
る
ん

で
す
」。

　

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル

で
の
快
挙
か
ら
、18
年
。「
運
が
良
か
っ

た
」と
コ
ロ
コ
ロ
笑
っ
て
、「
あ
れ
が
無

を
弾
い
て
い
る
時
間
が
一
番
楽
し
い

く
ら
い
。
で
も
、人
前
で
弾
く
に
は
、

ま
だ
ま
だ
…
」と
笑
う
。

　

究
極
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、「
80
歳

ま
で
生
き
ら
れ
る
な
ら
、
そ
こ
ま
で
ピ

ア
ノ
を
弾
い
て
い
ら
れ
た
ら
。
一
体
ど

ん
な
だ
ろ
う
？ 
考
え
る
と
、と
て
も
面

白
い
で
す
ね
」。
で
は
、あ
な
た
に
と
っ

て
音
楽
と
は
。「
う
ー
ん
…
」と
し
ば
し

熟
考
し
た
上
で
、「〝
全
て
〞か
な
。
色

ん
な
こ
と
を
や
っ
て
も
全
て
が
音
楽

に
帰
っ
て
ゆ
く
し
、逆
に
全
て
が
音
楽

に
表
現
さ
れ
て
い
れ
ば
い
い
な
、
と
常

に
考
え
て
い
ま
す
」と
微
笑
ん
だ
。

（
取
材
＆
文　

寺
西
肇
）

Interview 真夏のチャイコ3連投！ 熱狂コンチェルト

　
「
私
の
血
の
中
に
ま
で
入
り
込
ん
で

い
る
よ
う
な
存
在
。
何
年
が
経
と
う

と
、自
然
に
出
て
来
る
し
、弾
く
の
が

楽
し
い
」。
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
上
原
彩
子

は
、自
分
に
と
っ
て
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
像
を
こ
う
表
現
す
る
。
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
、

鮮
烈
な
優
勝
か
ら
18
年
。
８
月
に
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る

《
熱
狂
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
》で
、「
ず
っ
と
一

緒
に
い
た
曲
」と
位
置
付
け
る「
ピ
ア

ノ
協
奏
曲
第
１
番
」を
披
露
す
る
。

　
「
小
学
５
年
生
の
時
、
タ
チ
ア

ナ
・
ニ
コ
ラ
ー
エ
ワ（
１
９
２
４
〜

１
９
９
３
。
旧
ソ
連
の
名
ピ
ア
ニ
ス

ト
）の
演
奏
で
聴
い
た
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
の『
グ
ラ
ン
ド
・
ソ
ナ
タ
』を
た
ち

真夏のチャイコ3連投！
熱狂コンチェルト

か
っ
た
ら
、私
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て

や
っ
て
ゆ
け
て
た
か
…
」と
真
顔
で
。

そ
し
て
、最
も
変
化
し
た
点
を「
音
楽

を
和
音
と
し
て
、
ざ
っ
く
り
捉
え
る
感

覚
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
以

前
は
、一
個
一
個
の
音
を
追
っ
て
弾
く

感
覚
で
し
た
が
、今
は
逆
に
、
そ
ん
な

風
に
は
絶
対
に
弾
け
な
い
で
す
ね
」。

　

演
奏
活
動
の
一
方
、
３
人
の
娘
の
母

親
と
し
て
、子
育
て
に
も
奮
闘
す
る
。

「
子
供
を
産
む
ま
で
は
、
ピ
ア
ノ
の
事

し
か
見
え
て
い
な
か
っ
た
。
も
し
子

供
が
い
な
か
っ
た
ら
、
ど
ん
な
演
奏
に

な
っ
て
い
た
か
な
。
考
え
る
の
は
面

白
い
ん
で
す
け
ど
…
。
た
だ
、他
に
考

え
る
べ
き
事
が
出
来
て
、見
え
る
よ
う

に
な
っ
た
お
陰
で
、〝
演
奏
す
る
こ
と
〞

が
、凄
く
楽
に
な
り
ま
し
た
」。

　

デ
ビ
ュ
ー
20
周
年
の
２
０
２
２
年

に
向
け
て
、
３
年
に
わ
た
る
シ
リ
ー

ズ
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
ば
か
り
。「
好

き
な
の
に
、余
り
弾
か
な
か
っ
た
ス
ク

リ
ャ
ー
ビ
ン
を
、
も
っ
と
弾
き
た
い
。

そ
れ
と
最
近
、
あ
ま
り
取
り
組
ま
な

か
っ
た
バ
ッ
ハ
を
、家
で
弾
い
て
み
た

ら
、『
あ
あ
面
白
い
』と
…
今
、平
均
律

上原彩子インタビュー

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
と
い
う
自
分
の
一
部
の
よ
う
な
存
在
が

一
つ
あ
る
、
と
い
う
の
は
と
て
も
幸
せ
。
ず
っ
と
大
事
に
し
て
い
た
い
。

ピアノ：上原彩子

指揮：飯森範親

ヴァイオリン：川久保賜紀チェロ：伊藤悠貴
©武藤 章 ©Yuji Hori©Hideki Shiozawa

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番
は

「
ず
っ
と
一
緒
に
い
た
曲
」

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

発売中

ま
ち
大
好
き
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
自
分

で
弾
く
こ
と
が
、目
標
に
な
り
ま
し

た
」と
上
原
。「
初
め
て『
協
奏
曲
第
１

番
』に
取
り
組
ん
だ
の
は
、中
学
生
の

頃
。
当
時
は
技
術
的
に
も
大
変
だ
っ

た
の
で
、
じ
っ
く
り
長
い
時
間
を
か
け

て
、
ヴ
ェ
ラ
・
ゴ
ル
ノ
ス
タ
エ
ヴ
ァ
先

生（
名
教
師
と
し
て
知
ら
れ
る
ロ
シ
ア

人
ピ
ア
ニ
ス
ト
）と
勉
強
す
る
う
ち
、

ど
ん
ど
ん
身
近
に
な
っ
て
ゆ
き
ま
し

た
」と
振
り
返
る
。

　

そ
ん
な
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
に
つ

い
て
は
、「
自
分
の
一
部
の
よ
う
な
存

在
が
一
つ
あ
る
、
と
い
う
の
は
と
て
も

幸
せ
。
ず
っ
と
大
事
に
し
て
い
た
い
」

と
話
す
。
日
本
人
初
の
優
勝
を
果
た

し
た
、
２
０
０
２
年
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

[チェロ]伊藤悠貴　[ヴァイオリン]川久保賜紀　[ピアノ]上原彩子
[指揮]飯森範親　[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
----------------------------------------------------------------------------------
チャイコフスキー：ロココ風の主題による変奏曲 イ長調 op.33
チャイコフスキー：ヴァイオリン協奏曲 ニ長調 op.35
チャイコフスキー：ピアノ協奏曲 第1番 変ロ短調 op.23
----------------------------------------------------------------------------------
2020.8/2（日） 2:00PM
S 6,600円　A 5,500円　B 4,400円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の
フ
ァ
イ
ナ

ル
で
も
弾
い
た
の
が
、「
協
奏
曲
第
１

番
」だ
。「
コ
ン
ク
ー
ル
前
も
含
め
て
、

こ
の
曲
だ
け
が〝
ず
っ
と
一
緒
に
い
た

曲
〞。
こ
の
作
品
と
共
に
、色
々
な
経

験
を
し
、成
長
し
て
き
た
感
覚
」と
評

す
る
。

　

ま
た
、
こ
の《
熱
狂
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
》

で
、「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
」の
ソ

リ
ス
ト
を
務
め
る
の
が
、上
原
が
コ
ン

ク
ー
ル
優
勝
を
決
め
た
の
と
同
じ
年
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
門
で
最
高
位
入
賞

を
果
た
し
た
川
久
保
賜
紀
。
コ
ン
ク
ー

ル
後
も
、継
続
し
て
共
演
を
重
ね
て
い

る
。

　
「
彼
女
と
は
悩
み
も
大
体
、同
じ
で

…
（
笑
）、
そ
ん
な
状
況
を
共
に
乗
り

越
え
た
の
で
、深
い
部
分
で
分
か
り
合

え
ま
す
。
20
代
の
頃
は
、
た
だ
が
む

し
ゃ
ら
で
し
た
が
、30
代
に
な
る
と
、

互
い
に
聴
き
合
う
余
裕
が
出
て
、
よ
り

自
由
に
、色
ん
な
表
現
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
い
っ
そ
う
面
白
さ
が
増

し
ま
し
た
」

　

一
方
、「
ロ
コ
コ
の
主
題
に
よ
る
変

奏
曲
」で
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
る
の
が
、

チ
ェ
ロ
の
俊
英
・
伊
藤
悠
貴
。「
ち
ょ
う

ど
今
年
５
月
に
、初
め
て
共
演
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
音
楽
的
な

気
心
の
知
れ
た
関
係
。

絶
対
的
な
信
頼
と
安
心
感
が
あ
る

Interview

不動の人気を誇るチャイコフスキーの
コンチェルト3曲を、世界が認める
３人の実力派ソリストが登場し、
一挙に繰り広げるこのコンサート。
今号では、2002年、
チャイコフスキー国際コンクール ピアノ部門で
女性初、日本人初の優勝を果たし、

〝若き天才〟としてつねに第一線で活躍する
上原彩子のインタビューをお届けする。

デ
ビ
ュ
ー
20
周
年
と
な
る

２
０
２
２
年
に
向
け
て
―
―
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５
年
に
１
度
の
シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア

ノ
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
を
間
近
に
控
え
た

９
月
、前
回
２
０
１
５
年
の
第
２
位
入

賞
者
、シ
ャ
ル
ル
・
リ
シ
ャ
ー
ル
＝
ア
ム

ラ
ン
が
、
オ
ー
ル
・
シ
ョ
パ
ン
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の

舞
台
に
立
つ
。
こ
こ
で
の
リ
サ
イ
タ
ル

は
２
年
ぶ
り
、前
回
は
超
満
員
だ
っ
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ま
ず
ア
ム

ラ
ン
の
優
し
く
輝
か
し
い
音
が
生
き

る
で
あ
ろ
う
、「
ア
ン
ダ
ン
テ
・
ス
ピ
ア

ナ
ー
ト
と
華
麗
な
る
大
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
」

に
始
ま
る
。
そ
し
て
、
シ
ョ
パ
ン
円

熟
期
の
名
作
、
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
３

番
へ
。
ア
ム
ラ
ン
に
と
っ
て
は
、
コ
ン

Review シャルル・リシャール＝アムラン オール・ショパンプログラム「雨だれ」

ク
ー
ル
の
際
に
ツ
ィ
メ
ル
マ
ン
か
ら
贈

ら
れ
る
ソ
ナ
タ
賞
を
受
賞
し
た
、得
意

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
だ
。

　

そ
し
て
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ず
に

い
ら
れ
な
い
の
が
、「
24
の
プ
レ
リ
ュ
ー

ド
」。
と
き
に
音
楽
的
な
一
つ
の
宇
宙

が
そ
こ
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の

こ
の
傑
作
は
、ア
ム
ラ
ン
に
と
っ
て
、コ

ン
ク
ー
ル
以
後
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
な

る
。
包
容
力
と
内
に
秘
め
た
情
熱
を
持

つ
彼
の
ピ
ア
ノ
は
、
こ
の
複
雑
な
感
情

を
た
た
え
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
起
伏

す
る
名
曲
を
、
ど
の
よ
う
に
描
き
あ
げ

て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

と
い
え
ば
、
シ
ョ
パ
ン
が
特
別
に
好
き

で
長
ら
く
憧
れ
、万
全
の
準
備
と
並
々

な
ら
ぬ
気
合
い
と
と
も
に
挑
戦
す
る

ピ
ア
ニ
ス
ト
も
多
い
。
し
か
し
ア
ム
ラ

ン
の
場
合
は
、
ご
く
自
然
な
気
持
ち
で

こ
の
舞
台
に
臨
み
、本
人
も「
今
こ
こ

で
演
奏
し
て
い
る
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な

い
」と
話
す
中
で
フ
ァ
イ
ナ
ル
ま
で
進

み
、最
終
的
に
第
２
位
に
輝
い
た
。
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
は
、
そ
の
後

な
に
か
と
シ
ョ
パ
ン
を
演
奏
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
そ
の
意
味

で
ア
ム
ラ
ン
は
、入
賞
を
き
っ
か
け
に

よ
り
濃
密
に
シ
ョ
パ
ン
と
向
き
合
い
、

理
解
を
深
め
て
い
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

　

シ
ョ
パ
ン
の
音
楽
を
演
奏
す
る
う

え
で
ア
ム
ラ
ン
は
、「
音
楽
の
持
つ
自
然

な
魅
力
を
見
出
す
た
め
に
は
、
ハ
ー
モ

ア
ム
ラ
ン
の
演
奏
は

ど
こ
ま
で
も
あ
た
た
か
く

幸
福
感
に
満
ち
て
い
る
。

シャルル・
リシャール＝
アムラン

オール・ショパン・プログラム「雨だれ」

Charles
Richard
Hamelin

[ピアノ]シャルル・リシャール＝アムラン
---------------------------------------------------------------
ショパン：アンダンテ・スピアナートと華麗なる大ポロネーズ 変ホ
長調 op.22／ショパン：ピアノ・ソナタ 第3番 ロ短調 op.58／
ショパン：２４のプレリュード op.28
---------------------------------------------------------------
2020.9/19（土） 7:00PM
全席指定 4,400円 （税込） 
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

先行予約：3/19（木）　一般発売：3/22（日）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、ア
ム
ラ
ン
の

優
し
く
輝
か
し
い
音
が
生
き
る

ニ
ー
へ
の
感
受
性
、そ
し
て
、楽
譜
へ
の

忠
実
さ
が
大
切
。
楽
譜
に
書
か
れ
た
こ

と
の
詳
細
と
一
体
化
し
、演
奏
中
に
は

そ
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
必
要
」だ

と
話
し
て
い
た
。
今
や
一
つ
一
つ
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
、
シ
ョ
パ
ン
の
表
現
が
彼

の
体
に
染
み
込
み
、自
然
な
形
で
放
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
に
違
い
な

い
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
の
会
場
で
初
め
て
ア
ム

ラ
ン
の
演
奏
を
聴
い
た
と
き
の
、
あ
た

た
か
い
音
楽
で
満
た
さ
れ
る
よ
う
な
幸

福
感
は
、
５
年
が
た
っ
た
今
も
忘
れ
ら

れ
な
い
。
年
を
重
ね
、
さ
ら
に
は
シ
ョ

パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞

者
と
し
て
世
界
中
の
聴
衆
に
シ
ョ
パ
ン

を
届
け
る
経
験
を
積
ん
で
、彼
の
表
現

が
ど
の
よ
う
な
熟
成
を
進
め
て
い
る
の

か
、楽
し
み
に
耳
を
傾
け
た
い
。

（
文　

高
坂
は
る
香
）

2018年5月のリサイタルでは満員のお
客様からの拍手が鳴り止まなかった。
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ライト・
シンフォニック
コンサート
〜大人の贅沢〜
歌心たっぷりのヴァイオリンの音色が、

オーケストラの響きと溶け合って、聴くものの心を満たす

Interview ライト・シンフォニックコンサート 〜大人の贅沢〜

　
「
大
人
の
贅
沢
」を
掲
げ
、様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
通
じ
て
上
質

な
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と

２
０
１
７
年
か
ら
始
ま
っ
た
ラ
イ
ト
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
コ
ン
サ
ー
ト
。
昨
年

に
続
き
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
川
井

郁
子
が
登
場
す
る
。
出
演
は
、大
阪
交

響
楽
団
、指
揮
の
松
元
宏
康
。

　
「
昨
年
の
共
演
で
は
、大
阪
交
響
楽

団
の
皆
様
が
と
て
も
柔
軟
に
素
晴
ら

し
い
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
だ
さ
り
、心
強
く
気
持
ち
よ
く
演

奏
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
松
元

さ
ん
は
、幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ

て
指
揮
さ
れ
る
実
力
あ
る
若
手
コ
ン

ダ
ク
タ
ー
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、音

楽
ジ
ャ
ン
ル
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活

か
し
な
が
ら
一
緒
に
音
楽
を
作
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
」。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
定
番
曲
で
あ
る
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ

の「
四
季
」よ
り
、
ピ
ア
ソ
ラ
の「
ソ
レ

ダ
ッ
ド（
孤
独
）」、映
画
音
楽
の
名
曲

「
シ
ン
ド
ラ
ー
の
リ
ス
ト
」、
さ
ら
に
華

麗
な
妙
技
を
披
露
す
る
モ
ン
テ
ィ
の

「
チ
ャ
ル
ダ
ー
シ
ュ
」ま
で
、多
彩
な
内

容
。
さ
ら
に
川
井
自
身
の
作
曲
に
よ

る「
ホ
ワ
イ
ト
・
レ
ジ
ェ
ン
ド
〜
白
鳥

の
湖
よ
り
」も
披
露
さ
れ
る
。
こ
の
曲

は
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
羽
生
結

弦
選
手
が
２
０
１
４
年
ソ
チ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
で
使
用

し
た
曲
だ
。

　
「
ソ
チ
の
時
に
は
、
テ
レ
ビ
の
前
で

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
観
ま
し
た
。
羽

生
選
手
は
こ
の
曲
に
つ
い
て
、「
悲
し

み
か
ら
立
ち
上
が
る
心
を
感
じ
る
の

で
、被
災
地
の
皆
様
に
届
け
た
い
」と

コ
メ
ン
ト
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
、演

奏
の
際
に
も
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
羽

生
選
手
の
演
技
と
共
に
頭
を
よ
ぎ
り

ま
す
」。

　

２
０
２
０
年
は
ア
ル
バ
ム
デ

ビ
ュ
ー
か
ら
20
周
年
の
節
目
と
な
る
。

　
「
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
色
々
な
出
会
い
や

機
会
に
恵
ま
れ
て
き
た
中
で
、様
々
な

「
越
境
」に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
化
学
反
応
が
起
き
、表
現
の
飛
翔
距

離
が
伸
び
る
の
を
実
感
し
ま
す
。
和

洋
の
音
楽
の
融
合
を
は
じ
め
、時
代

性
や
民
族
を
超
え
て
音
楽
表
現
す
る

こ
と
は
大
事
な
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
す
。

デ
ビ
ュ
ー
20
周
年
に
向
け
て
、音
楽
舞

台
の
集
大
成
を
作
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
大
好
き
な
名
曲
を
集

め
た
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
タ
ン
ゴ
や
ピ
ア

ソ
ラ
に
特
化
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
も
充

[指揮]松元宏康　[ヴァイオリン]川井郁子
[管弦楽]大阪交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ヴィヴァルディ：「四季」より／バルトーク：ルーマニア民俗舞曲 BB76／川井郁子：ホワイト・レジェ
ンド「白鳥の湖」より／M.モノ：愛の讃歌／G.M.ロドリゲス：ラ・クンパルシータ／ピアソラ：ソレダッド
（孤独）／宮川泰：宇宙戦艦ヤマト／J.ウィリアムズ：シンドラーのリスト／ホルスト：ジュピター／モン
ティ：チャールダーシュ／ロドリーゴ：恋のアランフェス（レッド・ヴァイオリン）
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2020.7/18（土） 2:00PM
S 5,500円　A 4,400円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール／公益社団法人 大阪交響楽団

Interview

発売中

大
阪
は「
温
か
い
お
客
様
の
明
る
い

活
気
に
溢
れ
る
場
所
」

実
さ
せ
た
い
で
す
ね
」。

　

今
回
使
用
す
る
楽
器
は
自
身
が
教

授
を
つ
と
め
る
大
阪
芸
術
大
か
ら
貸

与
さ
れ
た
１
７
１
５
年
製
の
ス
ト
ラ

デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
。
大
阪
に
つ
い
て

は
、「
舞
台
上
か
ら
で
も
温
か
い
お
客

様
の
明
る
い
活
気
に
溢
れ
る
場
所
と

感
じ
ま
す
。
何
よ
り
、
フ
ラ
ン
ク
で
柔

和
な
お
人
柄
の
方
が
多
い
と
い
う
印

象
で
す
の
で
、
と
て
も
演
奏
し
や
す
い

で
す
！
」と
話
す
。
稀
代
な
名
器
を
手

に
、大
阪
の
フ
ァ
ン
を
ワ
ン
ラ
ン
ク
上

の
時
間
へ
と
誘
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

（
文　

伊
藤
制
子
）

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
川
井
郁
子
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“讃” 平和を讃えて

第405回プレミアム定期演奏会
大阪公演

広島交響楽団

　
〝
広
響
〞の
愛
称
で
知
ら
れ
る
広
島

交
響
楽
団
は
、創
立
57
年
。
本
拠
地
・

広
島
市
で
の
定
期
演
奏
会
や
地
域
定

期
演
奏
会
を
は
じ
め
、「
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
」と「
音
楽
の
花
束
」の

二
つ
の
シ
リ
ー
ズ
、そ
し
て「
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ

ｃ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
」と
毎
年
８

月
５
日
に
開
催
さ
れ
る「「
平
和
の
夕

べ
」コ
ン
サ
ー
ト
」を
軸
に
、多
彩
な
活

動
を
展
開
。
秋
山
和
慶（
現
・
終
身
名

誉
指
揮
者
）が
音
楽
監
督
に
就
い
て
か

ら
は
目
覚
ま
し
く
レ
ヴ
ェ
ル
を
向
上
さ

せ
、音
楽
総
監
督
の
下
野
竜
也
が
そ
れ

を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ

て
い
る
。

　

昨
年
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た

「
シ
ョ
パ
ン
と
彼
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」国
際

音
楽
祭
で
は
、広
響
の
精
鋭
メ
ン
バ
ー

19
人
が
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
・
ヴ
ァ
ル
ソ

ヴ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー
と
共
演
。
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
演

奏
会
に
、同
楽
団
の
平
和
音
楽
大
使
マ

ル
タ
・
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
ら
も
出
演
。
立

ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

第
二
次
大
戦
後
75
年
を
迎
え
た

２
０
２
０
年
、広
響
は「〝
讃
〞
〜
平
和

を
讃
え
て
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、被
爆
地

ヒ
ロ
シ
マ
の
思
い
を
胸
に
音
楽
と
と
も

に
平
和
を
発
信
す
る
。
11
月
に
は
、
３

年
ぶ
り
に
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

に
登
場
す
る
。

　
〝
プ
レ
ミ
ア
ム
〞定
期
演
奏
会
と
し

Review 広島交響楽団第405回プレミアム定期演奏会 大阪公演

て
大
阪
で
演
奏
さ
れ
る
の
は
２
曲
。

　

今
年
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕

２
５
０
年
。
広
響
の「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
・
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
・
シ
リ
ー
ズ
」の
集

大
成
と
な
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン《
ピ
ア

ノ
協
奏
曲 

第
５
番「
皇
帝
」》を
、
ド
イ

ツ
の
巨
匠
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
オ
ピ
ッ
ツ
と

共
演
。
リ
ス
ト
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
流
れ
を
汲
む
歴
史
的
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ケ
ン
プ
か
ら
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
と
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
を
学
ん
だ
彼
は
、豊
か
な

響
き
と
構
築
性
に
富
ん
だ
堂
々
と
し

た
風
格
の
演
奏
で
世
界
中
の
フ
ァ
ン
を

魅
了
し
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
オ
ピ
ッ
ツ
は
２
０
１
８
年

に
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
ピ
ア

ノ
選
定（
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
）に
関
わ
る

な
ど
、同
ホ
ー
ル
と
は
深
い
つ
な
が
り

を
持
つ
。
自
ら
選
ん
だ
ピ
ア
ノ
で
傑
作

「
皇
帝
」に
挑
む
。

　

ま
た
、広
響
と
下
野
竜
也
は
ブ
ル
ッ

ク
ナ
ー
を
毎
年
１
曲
演
奏
し
て
お
り
、

今
年
は《
交
響
曲 

第
４
番「
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
」》を
と
り
あ
げ
る
。
ブ
ル
ッ

ク
ナ
ー
は
、下
野
が
こ
よ
な
く
愛
す
る

作
曲
家
。
３
年
前
の
音
楽
総
監
督
就

目覚ましい飛躍を魅せる広響 3年ぶりにザ・シンフォニーホールに登場！

[指揮]下野竜也　[ピアノ]ゲルハルト・オピッツ
[管弦楽]広島交響楽団
---------------------------------------------------------------
ベートーヴェン：ピアノ協奏曲 第5番 変ホ長調 op.73「皇帝」

（ベートーヴェン・コンチェルト・シリーズ）／ブルックナー：交響曲 第
4番 変ホ長調「ロマンティック」（ハース版）
---------------------------------------------------------------
2020.11/15（日） 2:00PM
全席指定 5,500円 （税込） 
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]公益社団法人 広島交響楽協会／ザ・シンフォニーホール

先行予約：3/19（木）　一般発売：5/17（日）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

「
皇
帝
」は
ド
イ
ツ
の
巨
匠

オ
ピ
ッ
ツ
の
演
奏
で
魅
了

任
披
露
コ
ン
サ
ー
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

も
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の《
交
響
曲 

第
8

番
》を
と
り
入
れ
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
も
披
露
し
た
。
広
響
×
下
野

と
の
初
Ｃ
Ｄ
も
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
《
交
響

曲 

第
５
番
》だ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
２
曲
は
、二
人
の
作
曲
家
が

ウ
ィ
ー
ン
で
活
動
し
て
い
た
時
期
の
作

品
。
下
野
も
ウ
ィ
ー
ン
に
暮
ら
し
た
時

代
が
あ
る
。
そ
の
地
で
学
ん
だ
下
野

が
、
こ
れ
ら
２
曲
を
ど
の
よ
う
に
聴
か

せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

（
文　

道
下
京
子
）

ピアノ：ゲルハルト・オピッツ

指揮：下野竜也
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ヴァイオリン・
リサイタル

ギル・
シャハム

世界的名手による渾身のプログラム
30年来の盟友・江口 玲との共演で。

Review ギル・シャハム ヴァイオリン・リサイタル

　

ギ
ル
・
シ
ャ
ハ
ム
は
、１
９
７
１
年
ア

メ
リ
カ
生
ま
れ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
。
天
才
少
年
と
し
て
早

く
か
ら
頭
角
を
現
し
、世
界
的
な
名
手

と
し
て
長
年
華
々
し
い
活
躍
を
展
開
。

ま
た
、両
親
が
科
学
者
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
か
、非
常
に
知
的
で
謙
虚
な
人

柄
で
知
ら
れ
、作
品
の
忠
実
な
再
現
に

徹
底
的
に
こ
だ
わ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
魅

力
に
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
彼
は
過
去

に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ソ
リ
ス
ト
と
し
て

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
舞
台
に

二
度
登
場
し
て
い
る
が
、こ
の
度
、満
を

持
し
て
ピ
ア
ノ
と
の
デ
ュ
オ
に
よ
る
初

リ
サ
イ
タ
ル
を
行
う
。

　

当
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、得
意
の
Ｊ
．

Ｓ
．バ
ッ
ハ
を
軸
に
し
た
も
の
を
予
定

し
て
い
た
が
、本
人
の
希
望
で
フ
ラ
ン

ス
に
関
連
の
あ
る
６
曲
に
変
更
。
そ
の

内
容
が
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
、
ラ
ヴ
ェ
ル
、

フ
ォ
ー
レ
、
メ
シ
ア
ン
の
近
現
代
フ
ラ

ン
ス
作
品
と
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
フ
ラ

ン
ス
・
バ
ロ
ッ
ク
様
式
に
よ
る
小
品
２

曲
だ
。
フ
ラ
ン
ス
音
楽
の
表
現
に
は
エ

レ
ガ
ン
ト
な
音
色
や
歌
心
と
、知
的
な

エ
ス
プ
リ
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
シ
ャ

ハ
ム
の
持
ち
味
を
味
わ
う
に
は
最
良
の

演
目
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
フ
ラ
ン
ス
作
品
は
作
風
が

多
彩
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
最
後
の
作
品

で
、
あ
ら
ゆ
る
様
式
か
ら
の
自
由
を
願

う
想
い
が
結
晶
し
た
ソ
ナ
タ
。
ジ
プ

シ
ー
音
楽
の
影
響
が
色
濃
い
ラ
ヴ
ェ
ル

「
ツ
ィ
ガ
ー
ヌ
」。
フ
ォ
ー
レ
の
初
期
傑

作
で
、「
驚
嘆
す
べ
き
美
し
さ
」と
讃
え

ら
れ
た
ソ
ナ
タ
。
そ
し
て
メ
シ
ア
ン
の

幻
想
的
な「
主
題
と
変
奏
」と
い
っ
た
具

合
だ
が
、
シ
ャ
ハ
ム
は
各
曲
に
最
も
ふ

さ
わ
し
い
解
釈
を
披
露
し
て
く
れ
る
は

ず
だ
。

　

ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
は
、「
ク
ー
プ
ラ
ン

の
様
式
に
よ
る
ル
イ
13
世
の
歌
と
パ

ヴ
ァ
ー
ヌ
」と「
フ
ラ
ン
ク
ー
ル
の
様

式
に
よ
る
シ
チ
リ
ア
ー
ノ
と
リ
ゴ
ー

ド
ン
」を
選
曲
。
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
シ
ャ
ハ
ム
ら
し

[ヴァイオリン]ギル・シャハム　[ピアノ]江口 玲
---------------------------------------------------------
ドビュッシー：ヴァイオリン・ソナタ／クライスラー：クープランの様
式によるルイ13世の歌とパヴァーヌ／クライスラー：フランクール
の様式によるシチリアーノとリゴードン／ラヴェル：ツィガーヌ／メ
シアン：主題と変奏／フォーレ：ヴァイオリン・ソナタ第1番 イ長調 
op.13
---------------------------------------------------------
2020.6/27（土） 7:00PM
S 8,800円　A 6,600円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

発売中

シ
ャ
ハ
ム
の
持
ち
味
を

味
わ
う
に
は
最
良
の
演
目

©Luke Ratray

©kunihisa kobayashi

い
、
ま
た
上
記
の
フ
ラ
ン
ス
作
品
と
の

関
連
と
い
う
意
味
で
も
、実
に
彼
ら
し

い
好
選
曲
だ
と
思
う
。

　

こ
う
し
た
彼
の
妙
技
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
の
が
、長
年
の
盟
友
で
、世
界
的

な
弦
楽
器
奏
者
と
の
経
験
が
豊
富
な

江
口 

玲
。
シ
ャ
ハ
ム
と
の
交
友
は
30

年
以
上
に
渡
る
が
、「
音
色
の
美
し
さ

は
10
代
の
頃
か
ら
天
下
一
品
」だ
と
い

う
。
ま
た
、「
シ
ャ
ハ
ム
は
常
に
冒
険
心

に
あ
ふ
れ
る
自
由
な
発
想
の
持
ち
主
」

で
も
あ
る
と
の
こ
と
。
2
人
の
息
の

合
っ
た
演
奏
か
ら
生
ま
れ
る
即
興
的

な
名
演
の
数
々
は
、
シ
ャ
ハ
ム
＆
江
口

に
し
か
成
し
え
な
い
至
芸
と
し
て
、長

年
世
界
中
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
続
け
て

き
た
。 

そ
ん
な
ま
さ
に
一
夜
限
り
の

至
高
の
夜
が
、今
か
ら
楽
し
み
で
な
ら

な
い
！

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

ピアノ：江口玲

9 Sinfonia



ピアノ：関本昌平 ヴァイオリン：郷古 廉 チェロ：横坂 源

ヴ
ェ
ン
独
自
の
美
学
が
巧
み
に
落
と
し

込
ま
れ
た〝
知
る
人
ぞ
知
る
傑
作
〞な
が

ら
、優
秀
な
ソ
リ
ス
ト
を
３
人
も
揃
え

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、生
で
体
験

で
き
る
機
会
は
意
外
に
少
な
い
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
い
ま
望
み
う
る
最

高
の
、
し
か
も
リ
サ
イ
タ
ル
や
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
共
演
で
登
場
す
る
な
ど
、
ザ
・

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
と
縁
の
深
い
顔

ぶ
れ
が
揃
っ
た
今
回
は
、ま
さ
に
幸
運
。

〝
旬
〞の
名
手
た
ち
は
、
あ
る
時
は
共
に

謳
い
、あ
る
時
は
拮
抗
し
て
、快
い
緊
張

感
と
愉
悦
に
満
ち
た
音
楽
を
創
り
上
げ

て
く
れ
る
は
ず
。
さ
ら
に
、楽
聖
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
代
名
詞
と
言
い
切
っ
て

良
い
ほ
ど
の
傑
作
中
の
傑
作「
交
響
曲

第
５
番《
運
命
》」と
一
緒
に
味
わ
え
る

と
な
れ
ば
、も
は
や
、こ
れ
以
上
の
贅
沢

は
な
い
だ
ろ
う
。

（
文　

笹
田
和
人
）

Review 日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール Best of Beethoven

　

生
誕
２
５
０
年
の
メ
モ
リ
ア
ル
・
イ

ヤ
ー
を
迎
え
て
、各
地
で
数
多
く
開
催

さ
れ
て
い
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
関
連

の
コ
ン
サ
ー
ト
の
中
に
あ
っ
て
も
、
ひ

と
き
わ
輝
き
を
放
つ
存
在
と
な
ろ
う
。

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
を
舞
台
に
、

全
３
回
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
る《
ベ
ス

ト 

オ
ブ 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
》。
楽
聖
が

創
り
上
げ
た〝
傑
作
の
森
〞か
ら
抽
出
し

た
エ
ッ
セ
ン
ス
を
、飯
森
範
親
指
揮
の

日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
の
快
演

と
国
際
的
に
活
躍
す
る
一
線
ソ
リ
ス
ト

の
妙
技
で
堪
能
で
き
る
シ
リ
ー
ズ
だ
。

　

第
１
回
に
は
、
１
９
９
０
年
の
シ
ョ

パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
・
コ
ン
ク
ー
ル
で
、日

本
人
と
し
て
最
年
少
と
な
る
19
歳
で

３
位
入
賞
を
果
た
し
て
以
降
、第
一
線

を
疾
走
し
続
け
る
横
山
幸
雄
が
登
場
。

わ
が
国
を
代
表
す
る
、卓
越
し
た
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
弾
き
と
し
て
も
知
ら
れ
る

名
匠
が
、38
歳
の
楽
聖
が
完
成
さ
せ
た
、

様
々
な
新
機
軸
を
盛
り
込
ん
だ
野
心
作

「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
５
番《
皇
帝
》」を
披

露
。
２
０
１
３
年
か
ら
、足
掛
け
７
年

に
わ
た
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ

独
奏
曲
全
曲
演
奏
シ
リ
ー
ズ
に
取
り
組

ん
で
き
た
横
山
。〝
舞
踊
の
聖
化
〞と
称

さ
れ
る「
交
響
曲
第
７
番
」と
相
ま
っ
て

心
を
揺
ら
す
名
演
が
期
待
で
き
る
。

　

そ
し
て
、第
２
回
は
、１
９
８
６
年
に

開
か
れ
た
第
２
回
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ

ス
国
際
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル

BEST OF  BEETHOVEN

BB Vol.1／BB Vol.2  先行予約：3/19（木） 一般発売：3/22（日）

BB Vol.3  先行予約：9/24（木） 一般発売：9/27（日）

3公演通し券 BB  先行予約：3/18（水） 一般発売：3/26（木）

で
圧
倒
的
な
優
勝
を
飾
り
、
パ
リ
を
拠

点
に
精
力
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る

名
手
・
竹
澤
恭
子
を
迎
え
て「
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
協
奏
曲
」を
聴
く
。
１
８
０
６
年
、

35
歳
の
楽
聖
が
書
い
た
、中
期
の
代
表

作
。
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
、
ブ
ラ
ー
ム

ス
の
作
品
と
並
ん
で
、「
三
大
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
協
奏
曲
」に
も
列
せ
ら
れ
て
い
る
。

一
昨
年
に
デ
ビ
ュ
ー
30
周
年
を
迎
え
、

バ
ロ
ッ
ク
か
ら
現
代
に
至
る
幅
広
い
レ

パ
ー
ト
リ
ー
を
誇
る
竹
澤
に
あ
っ
て
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
折
に
触
れ
て
取
り

上
げ
て
い
る
、〝
特
別
な
作
曲
家
〞の
１

人
。
艶
や
か
な
音
色
で
紡
が
れ
て
ゆ

く
、躍
動
す
る
旋
律
の
数
々
。
併
せ
て

演
奏
さ
れ
る「
交
響
曲
第
３
番《
英
雄
》」

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
サ
ウ
ン
ド
と
共
鳴

す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

第
３
回
で
は
、
シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア

ノ
・
コ
ン
ク
ー
ル
４
位
の
関
本
昌
平
、

テ
ィ
ボ
ー
ル
・
ヴ
ァ
ル
ガ 

シ
オ
ン
国
際

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
を
制
し

た
郷
古
廉
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
・
チ
ェ
ロ
部
門
で
第
２
位
の

横
坂
源
と
最
難
関
の
登
竜
門
で
実
績

を
重
ね
、国
内
外
か
ら
熱
い
注
目
を
浴

び
る
俊
英
た
ち
が
一
堂
に
会
し
、
ピ
ア

ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
と
管
弦

楽
の
た
め
の「
三
重
協
奏
曲
」に
対
峙
す

る
。
楽
聖
が
33
歳
だ
っ
た
１
８
０
３
年

か
ら
翌
年
に
か
け
て
、作
曲
さ
れ
た「
三

重
協
奏
曲
」。
18
世
紀
に
流
行
し
た「
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
・
コ
ン
セ
ル
タ
ン
ト（
協
奏

交
響
曲
）」の
ス
タ
イ
ル
に
、
ベ
ー
ト
ー

日本センチュリー交響楽団
×

ザ・シンフォニーホール

ベートーヴェン生誕250周年記念プロジェクト

ベートーヴェン生誕250周年。ひときわ異彩を放つ、
全3回にわたる豪華シリーズがザ・シンフォニーホールで実現！

ピ
ア
ノ 

横
山
幸
雄

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

竹
澤
恭
子

©松永学 ©アール アンフィニ

©Hisao Suzuki

国
際
的
に
活
躍
す
る一
線
ソ
リ
ス
ト
の

妙
技
で
堪
能
で
き
る
シ
リ
ー
ズ

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

[指揮]飯森範親 [管弦楽]日本センチュリー交響楽団
--------------------------------------------------------------
[各公演]S 6,600円 A 5,500円 B 4,400円 （税込）
★3公演通し券 BB 19,800円（税込）限定50席スペシャルシート
※セット券は、センチュリー・チケットサービスとザ・シンフォニー チケッ
トセンターでお電話のみでのお取り扱いとなります。
[お問合せ]センチュリー・チケットサービス 06-6848-3311
[主催]公益財団法人日本センチュリー交響楽団
ザ・シンフォニーホール

BB Vol.1
2020.8/9（日） 2:00PM
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
[ピアノ]横山幸雄
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ピアノ協奏曲 第5番 変ホ長調 「皇帝」 op.73／交響曲 第7番 イ長調 op.92

BB
Vol.1

BB
Vol.3

BB
Vol.2「皇帝」

BB Vol.2
2020.9/8（火） 7:00PM
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
[ヴァイオリン]竹澤恭子
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ヴァイオリン協奏曲 ニ長調 op.61／交響曲 第3番 変ホ長調 「英雄」 op.55

「英雄」

BB Vol.3
2021.2/21（日） 2:00PM
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
[ピアノ]関本昌平　[ヴァイオリン]郷古 廉　[チェロ]横坂 源
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ヴァイオリン、チェロ、ピアノのための三重協奏曲 ハ長調 op.56／交響曲 第5番 ハ短調 
「運命」 op.67

「運命」
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昨
年
４
月
に
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト「
未

完
成
」、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン「
運
命
」、
ド

ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク「
新
世
界
よ
り
」と
い

う
、『
三
大
交
響
曲
』を
熱
演
し
た
外
山

雄
三
が
、再
び
大
阪
交
響
楽
団
を
率
い

て
、今
度
は
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
交
響

曲
第
８
番
と
第
９
番『
新
世
界
よ
り
』の

タ
ク
ト
を
執
る
。
こ
の
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー

ク
の
対
照
的
な
ふ
た
つ
の
名
曲
交
響
曲

に
つ
い
て
、外
山
は
次
の
よ
う
に
語
っ

て
く
れ
た
。

　
「
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
と
い
う
と
、『
ス

ラ
ヴ
舞
曲
』と
か『
ユ
ー
モ
レ
ス
ク
』と

か
の
豊
か
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
魅
力
的
な

リ
ズ
ム
を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
と
交
響
曲
に
お

い
て
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
は
、第
７
番
以

前
は
、明
ら
か
に
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
影
響

が
強
く
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
第
６
番

や
、第
７
番
の
交
響
曲
は
形
式
的
に
全

く
文
句
の
つ
け
よ
う
が
な
い
け
れ
ど
、

非
常
に
魅
力
的
か
と
い
わ
れ
る
と
、
や

や
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
本
人

は
自
分
の
思
っ
た
こ
と
を
全
部
正
直
に

書
き
表
せ
て
い
な
い
か
ら
。
自
分
の
想

い
を
全
部
楽
譜
に
出
来
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
、と
思
う
の
で
す
」

　

と
、大
胆
な
論
拠
を
示
し
て
い
る
。

で
は
第
８
番
の
魅
力
は
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
こ
の
交
響
曲
第
８
番
は
、『
チ
ェ
コ

Interview 外山雄三 ドヴォルザーク 交響曲 第8番&第9番

の
作
曲
家
』と
し
て
の
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー

ク
の
最
も
重
要
な
作
品
と
し
て
位
置

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

以
前
ま
で
は
も
ど
か
し
か
っ
た
の
に
、

第
8
番
に
な
る
と
突
然
、〝
あ
っ
、
こ
う

や
っ
て
も
い
い
ん
だ
〞と
い
う
よ
う
な
、

自
分
の
ホ
ン
ネ
、
あ
る
い
は
民
族
意
識

み
た
い
な
も
の
を
率
直
に
作
品
に
表
す

こ
と
が
出
来
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
彼

が
身
に
着
け
た
形
式
感
に
、彼
が
本
来

持
っ
て
い
る
色
彩
感
や
民
族
感
を
盛
り

込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
ね
。

　

ブ
ラ
ー
ム
ス
の
２
番
や
マ
ー
ラ
ー
の

３
番
の
よ
う
に
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
も

大
自
然
の
情
景
か
ら
新
た
な
刺
激
を

受
け
、作
品
と
し
て
実
を
結
ぶ
、
ま
さ

に『
チ
ェ
コ
へ
の
愛
』を
表
現
し
た
作
品

だ
と
思
い
ま
す
。
ボ
ヘ
ミ
ア
の
の
ど

世
界
的
に
名
声
を
博
す
外
山
雄
三
が
、

名
作
の
魅
力
を
丹
念
に
描
き
出
す
！

外
山
雄
三
ドヴォルザーク
交響曲
第8番&第9番

[指揮]外山雄三
[管弦楽]大阪交響楽団
---------------------------------------------------------------
ドヴォルザーク：交響曲 第8番 ト長調 op.88
交響曲 第9番 ホ短調「新世界より」op.95
---------------------------------------------------------------
2020.5/21（木） 7:00PM
S 6,600円　A 5,500円　B 4,400円 （税込） 
[お問合せ]公益社団法人 大阪交響楽団 072-226-5522
[主催]公益社団法人 大阪交響楽団／ザ・シンフォニーホール

Interview

発売中

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
最
も
重
要
な
作

品
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

か
で
明
る
い
田
園
的
な
印
象
が
特
徴

的
で
、
チ
ェ
コ
の
田
舎
を
彷
彿
さ
せ
る

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
は
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の

〝
チ
ェ
コ
民
族
と
し
て
の
誇
り
〞が
込
め

ら
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
」

　

そ
れ
で
は
、『
新
世
界
』の
魅
力
は
？

　
「『
新
世
界
』で
は
ア
メ
リ
カ
へ
移
住

し
た
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
が
、滞
在
中
に

聴
い
た
ア
メ
リ
カ
の
土
着
の
音
楽
か
ら

大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
故
郷

へ
の
望
郷
の
念
を
抱
き
つ
つ
、黒
人
音

楽
に
も
刺
激
を
受
け
、
し
っ
か
り
と
し

た
構
成
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
垣
根
を
超
え
た
美
し
い
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
次
々
と
溢
れ
出
て
く
る
と

こ
ろ
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
ね
」

　

音
楽
に
対
し
あ
く
ま
で
真
摯
に
取
り

組
む
外
山
の
コ
ン
サ
ー
ト
、圧
倒
的
で

強
烈
な
印
象
を
残
す
伝
説
の
ス
テ
ー
ジ

が
今
、始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

（
文　

三
宅
坂
幸
太
郎
）

指揮：外山雄三

大阪交響楽団
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Review 日本センチュリー交響楽団 ハイドンマラソン

作
品
で
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
と
打
楽
器
を

中
心
に
溌
剌
と
雄
大
な
音
世
界
を
築

き
上
げ
る
第
97
番
と
、
い
ず
れ
も
聴
き

ご
た
え
十
分
だ
。
ま
た
、こ
の
回
は「
惑

星
」の
作
曲
者
ホ
ル
ス
ト
の
現
代
作
品

「
吹
奏
楽
の
た
め
の
第
1
組
曲 

」も
演

奏
。
第
1
楽
章
の
変
奏
曲
に
ハ
イ
ド
ン

時
代
の
対
位
法
な
ど
が
緻
密
に
用
い

ら
れ
て
い
る
の
で
、右
記
の
3
曲
と
関

連
し
た
好
選
曲
に
な
っ
て
い
る
の
が
嬉

し
い
。

　

続
く「
Ｈ
Ｍ
．20
」の
テ
ー
マ
は
、「
エ

ス
テ
ル
ハ
ー
ジ
家
の
ハ
イ
ド
ン
1
」。

交
響
曲
の
演
目
は
、第
33
、36
、48
番

で
、
す
べ
て
作
曲
者
が
20
代
後
半
〜
30

代
の
働
き
盛
り
に
書
か
れ
て
い
る
。
前

述
の
第
97
番
と
同
じ
ハ
長
調
で
、
や
は

り
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
と
打
楽
器
が
華
々
し

く
活
躍
す
る
第
33
番
。
第
2
楽
章
で

独
奏
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
が
二

重
協
奏
曲
の
よ
う
に
掛
け
合
う
第
36

番
。
輝
か
し
さ
と
憂
い
を
巧
み
に
織
り

交
ぜ
た
第
48
番
と
、若
々
し
い
挑
戦
心

に
満
ち
て
い
た
頃
の
ハ
イ
ド
ン
の
情
熱

と
知
性
を
堪
能
し
よ
う
。
そ
し
て
、
こ

の
回
も「
Ｈ
Ｍ
．19
」と
同
様
に
現
代
作

品
を
演
奏
。
ソ
リ
ス
ト
に
極
限
の
技
術

と
体
力
が
求
め
ら
れ
る
超
難
曲
、
ジ
ョ

リ
ヴ
ェ
「
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
と
室
内
管
弦

楽
の
た
め
の
協
奏
曲
」が
選
ば
れ
て
お

り
、当
団
首
席
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
奏
者
・
安
井

悠
陽
の
妙
技
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
る

に
違
い
な
い
‼

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

日本センチュリー交響楽団 ハイドンマラソン

----------------------------------------
2021.2/19（金） 7:00PM

ハイドンマラソンHM.22
「ハイドンセットの時代からパリ交響
曲へ（1782〜1785）」

----------------------------------------
ハイドン：歌劇「薬剤師」より 序曲／ハイドン：

交響曲 第75番 ニ長調／ハイドン：交響曲 第
79番 へ長調／ハイドン：交響曲 第83番 ト
短調「めんどり｣

----------------------------------------
2020.10/23（金） 7:00PM

ハイドンマラソンHM.21
「エステルハージ家のハイドン2
（番号と作曲年代にずれ）」
[トロンボーン]ファブリス・ミリシェー
----------------------------------------
ハイドン：交響曲 第40番 へ長調／M.ハイド

ン：アルトトロンボーン協奏曲 ニ長調／ハイド

ン：交響曲 第34番 ニ短調／ハイドン：交響曲 
第72番 ニ長調

----------------------------------------
2020.6/12（金） 7:00PM

ハイドンマラソンHM.19
「ロンドンセットの魅力」

----------------------------------------
ハイドン：交響曲 第95番 ハ短調／ホルスト：

吹奏楽のための第1組曲 変ホ長調／ハイド

ン：交響曲 第93番 ニ長調／ハイドン：交響曲 
第97番 ハ長調

----------------------------------------
2020.8/7（金） 7:00PM

ハイドンマラソンHM.20
「エステルハージ家のハイドン1
（働き盛りのハイドン）」
[ファゴット]安井悠陽
----------------------------------------
ハイドン：交響曲 第33番 ハ長調／ジョリヴェ：

ファゴットと室内管弦楽のための協奏曲／ハ

イドン：交響曲 第36番 変ホ長調／ハイドン：

交響曲 第48番 ハ長調「マリア・テレージア」

[各公演]A 5,000円　B 4,000円 （税込） [お問合せ]センチュリー・チケットサービス 06-6848-3311 [主催]公益財団法人日本センチュリー交響楽団／ザ・シンフォニーホール

　

古
典
派
の
巨
匠
で
、生
涯
に
１
０
４

曲
も
の
交
響
曲
を
残
し
た
こ
と
か
ら
、

「
交
響
曲
の
父
」の
異
名
を
持
つ
ヨ
ー
ゼ

フ
・
ハ
イ
ド
ン
。
そ
れ
ら
は
駄
作
が
一

つ
も
な
く
、爽
快
で
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん

で
い
る
の
で
、実
に
耳
に
心
地
よ
く
、何

度
聴
い
て
も
飽
き
な
い
の
が
魅
力
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
音
の
宝
石
箱
の
全
曲
演
奏

＆
録
音
に
取
り
組
ん
で
き
た
日
本
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
と
、首
席
指
揮

者
・
飯
森
範
親
が
、２
０
２
０
年
１
月
に

折
り
返
し
地
点
に
到
達
！
こ
の
好
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、今
年
６
月
よ
り
会
場
を

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
移
し
、さ

ら
な
る
充
実
と
快
進
撃
を
見
せ
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
。

当
記
事
で
は
、来
る
６
月
の「
Ｈ
Ｍ
．19
」

と
、８
月
の「
Ｈ
Ｍ
．20
」の
聴
き
ど
こ
ろ

を
ご
紹
介
し
よ
う
。

　
「
Ｈ
Ｍ
．19
」は「
ロ
ン
ド
ン
セ
ッ
ト
の

魅
力
」と
題
し
、交
響
曲
第
93
、95
、97

番
を
披
露
。「
ロ
ン
ド
ン
セ
ッ
ト
」は
、作

曲
者
と
彼
の
楽
団
が
ロ
ン
ド
ン
演
奏

旅
行
を
行
う
に
あ
た
り
、
１
７
９
１
〜

95
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
12
の
交
響

曲（
第
９
３
〜
１
０
４
番
）の
総
称
で
、

後
期
な
ら
で
は
の
洗
練
さ
れ
た
傑
作

揃
い
。
今
回
の
３
曲
も
、重
厚
さ
と
、キ

レ
と
、遊
び
心
を
備
え
た
第
93
番
。
こ

の
連
作
中
、唯
一
の
短
調
作
品
で
、序
奏

な
し
の
第
1
楽
章
や
、独
奏
チ
ェ
ロ
が

活
躍
す
る
第
3
楽
章
な
ど
、実
に
凝
っ

た
作
り
の
第
95
番
。
祝
祭
的
な
ハ
長
調

［
指
揮
］飯
森
範
親

ハイドンの交響曲を全曲演奏。
折り返しの好タイミングで舞台はザ・シンフォニーホールへ！

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

一般発売：9/23（水）一般発売：5/25（月）先行予約：3/19（木）一般発売：3/23（月）

発売中
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超絶の
ボヘミアン・ラプソディ

QUEEN A B
　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
は
、子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
心
か
ら
ワ
ク
ワ
ク

さ
せ
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
へ
と
導

く
超
人
気
シ
リ
ー
ズ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

あ
る
。
そ
れ
は
、「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」

「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」と
い
っ
た
世
界
中

で
愛
さ
れ
続
け
る
名
作
音
楽
が
、豊
か

な
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
響
き
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
フ
ァ

ン
タ
ジ
ッ
ク
な
映
像
世
界
で
楽
し
め
る

〝
超
絶
シ
リ
ー
ズ
〞だ
。

　

同
シ
リ
ー
ズ
は
毎
夏
４
年
連
続
で
完

売
を
記
録
。
そ
し
て
今
年
５
月
に
開
催

さ
れ
る
待
望
の
最
新
作『
超
絶
の
ボ
ヘ

ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ 

Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
×

Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
』は
、発
売
日
か
ら〝
超
絶
の

ス
ピ
ー
ド
〞で
チ
ケ
ッ
ト
が
売
り
切
れ

と
な
っ
た
。
老
若
男
女
、幅
広
い
年
齢

層
の
お
客
様
か
ら
の
期
待
の
声
が
高
ま

る
な
か
、こ
の
度
、追
加
公
演
が
決
ま
っ

た
！

　

本
公
演
で
は
、昨
年
日
本
で
社
会
現

象
と
な
っ
た
大
ヒ
ッ
ト
映
画「
ボ
ヘ
ミ

ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」で
お
馴
染
み
の

英
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
・Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
と
、ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ポ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
・
Ａ

Ｂ
Ｂ
Ａ
と
い
う
２
大
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
の

名
曲
ば
か
り
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
甘

く
セ
ク
シ
ー
な
フ
レ
デ
ィ
・
マ
ー
キ
ュ

リ
ー
の
歌
声
で
世
代
を
超
え
て
愛
さ
れ

続
け
る
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
の
ヒ
ッ
ト
曲
や
、

誰
も
が
踊
り
出
し
て
し
ま
い
た
く
な

Review プロジェクションマッピング×パイプオルガン 超絶のボヘミアン・ラプソディ QUEEN × ABBA 追加公演

る
魔
法
の
よ
う
な
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
の
楽
曲
の

数
々
を
、
３
７
３
２
本
の
パ
イ
プ
が
紡

ぐ
オ
ル
ガ
ン
の
多
彩
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
で

届
け
て
い
く
。

　

ロ
ッ
ク
音
楽
と
ポ
ッ
プ
ス
が
、
オ
ル

ガ
ン
の
パ
イ
プ
か
ら
響
き
渡
る
と
き
、

客
席
は
未
知
な
る
扉
を
開
く
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
鍵
を
握
る
の
は
、

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
大
木
麻
理
。
こ
れ
ま

で
国
内
外
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
と
多
数
共
演
し
、
２
０
１
８

年
４
月
よ
り
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
・
ホ
ー
ル
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

を
務
め
て
い
る
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
は
、各
オ
ル
ガ
ン
の
個
性
を

活
か
し
た
音
色
作
り
で
多
く
の
フ
ァ

ン
を
魅
了
し
、昨
年
末
に
開
催
さ
れ
た

「
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
９
」、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・

マ
ッ
ピ
ン
グ
×
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン 

Ｇ

Ｉ
Ｆ
Ｔ 

〜
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル

２
０
１
９
〜
」に
出
演
。
堂
々
た
る
演

奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
た
。
若
々
し
く
自

由
な
発
想
で
客
席
を
楽
し
ま
せ
る
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
あ
ふ
れ
る
オ
ル

超絶の
ボヘミアン・ラプソディ

QUEEN A B

衝撃衝撃の 追 加 公 演 決 定！
プロジェクションマッピング×パイプオルガン

[オルガン]大木麻理
---------------------------------------------------------------------------------------------
■QUEEN： I WAS BORN TO LOVE YOU（ボーン・トゥ・ラヴ・ユー）★／WE WILL 
ROCK YOU（ウィ・ウィル・ロック・ユー）／DON’T STOP ME NOW（ドント・ストップ・
ミー・ナウ）★／BOHEMIAN RHAPSODY（ボヘミアン・ラプソディ）
■ABBA： MAMMA MIA（マンマ・ミーア）／DANCING QUEEN（ダンシング・クイーン）
★／VOULEZ VOUS（ヴーレ・ヴー）★／LAY ALL YOUR LOVE ON ME（レイ・オー
ル・ユア・ラヴ・オン・ミー） 順不同　★プロジェクション・マッピング付
---------------------------------------------------------------------------------------------
2020.5/17（日） 5:30PM ※休憩なし。約60分間のコンサートです。
全席指定 2,750円 （税込）              ※4歳以上入場可能
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

発売中

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

〝
超
絶
の
ス
ピ
ー
ド
〟で
完
売

に
つ
き
、追
加
公
演
が
決
定
！

オルガン

大
木
麻
理

ガ
ニ
ス
ト
だ
。

　

Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
と
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
と
大
木
麻

理
の
熱
い
パ
ッ
シ
ョ
ン
が
交
差
し
た
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
か
ら
、大
ヒ
ッ

ト
曲
に
秘
め
ら
れ
た
新
た
な
魅
力
を
発

見
す
る
に
違
い
な
い
。（

文　

金
子
真
由
） ©Mari Kusakari
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Review ライト・シンフォニック・コンサート 〜大人の贅沢〜

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
夏
の

人
気
企
画「
オ
ー
ル
バ
ッ
ハ
名
曲
選 

真

夏
の
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」（
毎
年

バ
ッ
ハ
の
命
日
に
近
い
日
程
で
開
催

さ
れ
、今
回
で
５
回
目
！
）。
毎
回
完

売
を
記
録
す
る
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

い
つ
も
終
演
後
に
は
オ
ル
ガ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
初
体
験
の
方
、
リ
ピ
ー
タ
ー

の
方
の
感
動
と
興
奮
で
ホ
ー
ル
が
大

い
に
賑
わ
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
を

楽
し
ん
だ
お
客
様
か
ら
は
、「
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
っ
て
素
晴
ら
し
い
楽
器
だ

と
い
う
こ
と
が
改
め
て
わ
か
っ
た
！
」

「
心
に
清
流
が
流
れ
る
よ
う
な
心
地
良

い
音
色
だ
っ
た
！
」「
オ
ル
ガ
ン
の
音

は
生
で
聴
い
て
こ
そ
！
遠
方
か
ら
で

も
聴
く
価
値
あ
り
」な
ど
と
い
う
絶
賛

の
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

一
度
聴
け
ば
必
ず
惹
き
込
ま
れ

て
し
ま
う
、
そ
の
魅
力
の
秘
密
は
、

３
７
３
２
本
の
パ
イ
プ
か
ら
紡
ぎ
だ

さ
れ
る
多
彩
で
明
瞭
な
音
。
そ
し
て

そ
の
生
音
が
、残
響
２
秒
と
い
う
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
に
と
っ
て
最
適
と
い
わ

れ
る
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

鳴
り
響
く
と
、
ま
る
で
巨
大
な
楽
器
の

中
で
音
を
聴
い
て
い
る
よ
う
な
、壮
大

で
幻
想
的
な
体
験
が
で
き
る
の
で
す
。

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
感
性
、音
楽
解
釈

に
よ
っ
て
音
色
の
違
い
が
楽
し
め
る

の
も
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
面
白
い
と
こ

ろ
。
毎
年
、魅
力
的
な
出
演
オ
ル
ガ
ニ

ス
ト
に
も
大
き
な
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
２
０
１
９
年
9
月

に
札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
Ｋ
ｉ
ｔ

ａ
ｒ
ａ
の
第
21
代
専
属
オ
ル
ガ
ニ
ス

ト
に
就
任
し
た
ア
ダ
ム
・
タ
バ
イ
デ
ィ

を
迎
え
ま
す
。（
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ａ
は
、毎

年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
才
能
豊
か
な
若

手
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
を
招
聘
。
歴
代
専

属
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
は
、日
本
で
の
活
動

後
、世
界
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
）

　

１
９
９
３
年
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
生
ま

れ
の
ア
ダ
ム
・
タ
バ
イ
デ
ィ
は
こ
れ
ま

で
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
王
室
礼
拝
堂

や
サ
ン
ジ
ャ
ン
・
ボ
ス
コ
教
会
、
シ
ャ

ル
ト
ル
大
聖
堂
な
ど
で
多
数
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
、
２
０
１
７
〜
18
年

に
は
パ
リ
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
初

の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
研
修
生
に
も
選
ば

れ
た
経
歴
を
持
ち
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
前
奏
曲
と
フ
ー

ガ 

ト
長
調 
Ｂ
Ｗ
Ｖ 

５
４
１
」、
ヴ
ィ

[オルガン]アダム・タバイディ（第21代札幌コンサートホール専属オルガニスト）
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
J.S.バッハ:前奏曲とフーガ ト長調 BWV541／トリオ・ソナタ ハ長調 BWV529／さまざまな手法による18
のライプツィヒ・コラール集より いざ来たれ、異教徒の救い人よ BWV659／シューブラー・コラール集より 
目覚めよ、と呼ぶ声あり BWV645／フーガ ト短調 BWV578／J.S.バッハ, デュプレ：カンタータ「神よ、わ
れら汝に感謝す」 BWV29より シンフォニア ニ長調／ヴィヴァルディ、J.S.バッハ：オルガン協奏曲 ニ短調 
BWV596
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2020.7/25（土） 7:00PM ※休憩なし。約60分間のコンサートです。
全席指定 2,200円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

発売中

一
度
聴
け
ば
必
ず
惹
き
込
ま
れ
て

し
ま
う
、そ
の
魅
力
の
秘
密
は
―
―

ヴ
ァ
ル
デ
ィ
（
バ
ッ
ハ
編
曲
）「
オ
ル
ガ

ン
協
奏
曲 

ニ
短
調 

Ｂ
Ｗ
Ｖ
５
９
６
」

ほ
か
、
コ
ラ
ー
ル
も
演
奏
さ
れ
る
な

ど
、充
実
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
！ 

タ
バ
イ

デ
ィ
は「
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

で
偉
大
な
る
バ
ッ
ハ
の
作
品
を
演
奏

す
る
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
」「
色
彩
豊

か
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。
優
し

く
包
み
込
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
美
し

い
旋
律
は
必
聴
！
夏
の
良
き
思
い
出

と
な
る
こ
と
、間
違
い
な
し
で
す
。

アダム・タバイディ
（第21代札幌コンサートホール専属オルガニスト）

1
年
に
1
度
、オ
ル
ガ
ン
フ
ァ
ン
の
夏
の
定
番
！

進
化
を
続
け
る
オ
ー
ル
バ
ッ
ハ・
プ
ロ
グ
ラ
ム

オールバッハ名曲選!!完売必至！！

真夏のオルガン
コンサート2020

A L L  B A C H
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[出演]The Symphony Hall Big Band
[ヴァイオリン]古澤 巌
--------------------------------------------------------------

2020.7/20（月） 7:00PM
S 5,500円　A 4,400円　B 3,300円 （税込）
[お問合せ]大阪アートエージェンシー 072-648-3852
[主催]ザ・シンフォニーホール

Review The Symphony Hall Big Band ～Music Director 菊池寿人～ Vol.15

2019年10月に行われた前回公演での、演奏後のカーテ
ンコールの様子。たくさんのお客様の拍手喝采を浴びた。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
・
ビ
ッ

グ
・
バ
ン
ド（
以
下 

Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
）の

２
０
２
０
年
の
第
一
弾
コ
ン
サ
ー
ト

が
決
定
！
昨
年
に
続
き
、今
回
も
ス
ペ

シ
ャ
ル
・
ゲ
ス
ト
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

こ
の
夏
、ホ
ー
ル
全
体
を

陽
気
に
さ
せ
て
く
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

発売中

スペシャル・ゲスト

古澤 巌

The Symphony Hall Big Band
～Music Director

菊池寿人～

マンボNo.5
闘牛士のマンボ

マンボ・ジャンボ
セレソローサ

ブラジル

ペレス・プラード

バロッソ ほか

Vol.15

名
手 

古
澤 

巌
を
迎
え
て
ス
テ
ー
ジ
を

繰
り
広
げ
る
。

　

２
０
１
９
年
10
月
、『
ス
ウ
ィ
ン

グ
ジ
ャ
ズ
名
曲
選
』と
題
し
て
行

わ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、老
若
男

女
、幅
広
い
世
代
の
ジ
ャ
ズ
フ
ァ
ン
が

ホ
ー
ル
に
集
結
。
耳
馴
染
み
の
あ
る

名
曲
を
、洗
練
さ
れ
た
サ
ウ
ン
ド
、Ｔ
Ｓ

Ｈ
Ｂ
Ｂ
な
ら
で
は
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を

効
か
せ
た
ア
レ
ン
ジ
で
次
々
と
繰
り
広

げ
、古
澤
巌
と
の
最
強
タ
ッ
グ
を
見
せ

つ
け
た
。

　

シ
リ
ー
ズ
15
回
目
と
な
る
今
回
は
、

太
陽
が
燦
々
と
輝
く
７
月
に
ぴ
っ
た
り

の
、
ラ
テ
ン
音
楽
が
テ
ー
マ
。
題
し
て

『
ラ
テ
ン
で
マ
ン
ボ
！
』。

　

１
９
３
０
年
代
後
半
に
キ
ュ
ー
バ

で
流
行
し
た
ル
ン
バ
に
ジ
ャ
ズ
の
要

素
を
取
り
入
れ
て
生
ま
れ
た
マ
ン
ボ
。

１
９
５
０
年
代
に
は
作
曲
家
・
指
揮
者
・

ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
る
ペ
レ
ス
・
プ
ラ
ー

ド
が
マ
ン
ボ
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
、

世
界
中
で
人
気
に
火
が
つ
い
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
ん
な
“
マ
ン
ボ
の

王
様
”
と
呼
ば
れ
た
ペ
レ
ス
・
プ
ラ
ー

ド
の「
ア
ァ
―
―
ウ
ッ
ッ
！
」の
掛
け
声

が
あ
ま
り
に
も
有
名
な「
マ
ン
ボ
Ｎ
ｏ
．

５
」や「
セ
レ
ソ
・
ロ
ー
サ
」、「
マ
ン
ボ
・

ジ
ャ
ン
ボ
」な
ど
が
並
ぶ
。
今
回
も
Ｔ

Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
メ
ン
バ
ー
自
ら
が
手
掛
け
る

最
強
の
ジ
ャ
ズ
ア
レ
ン
ジ
で
、
ど
こ
ま

で
も
陽
気
に
し
て
く
れ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル

な
ス
テ
ー
ジ
を
、期
待
せ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。

　

そ
し
て
今
回
で
シ
リ
ー
ズ
５
回
目

と
な
る
古
澤
巌
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
。
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｂ
Ｂ
に
つ
い
て
は
、「
初

め
て
一
緒
に
音
を
出
し
た
と
き
か
ら

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
が
印
象
的
だ
っ

た
」、「
一
人
ひ
と
り
が
、と
に
か
く
す
ご

い
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
、全
員
が
リ
ズ
ム
隊

と
な
っ
て
攻
め
て
く
る
の
で
、
ど
う
ス

ウ
ィ
ン
グ
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
常
に

意
識
さ
せ
ら
れ
る
」と
以
前
よ
り
語
っ

て
い
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
軸
に
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
を
取
り
組
み
、独
自

の
音
作
り
で
常
に
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て

い
る
古
澤
が
、
ラ
テ
ン
音
楽
を
テ
ー
マ

に
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
す

る
か
、詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時

明
ら
か
に
し
て
い
く
の
で
、楽
し
み
に

し
て
い
て
ほ
し
い
。 

　

共
演
を
重
ね
た
こ
と
で
、両
者
、
さ

ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
挑
む
極
上

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
こ
の
日
、
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
足
を
運
ん
だ
お
客

様
全
員
を
解
放
感
と
高
揚
感
で
満
た
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
日
常
の
喧
騒
か
ら

離
れ
、陽
気
に
音
楽
を
楽
し
み
た
い
方

は
是
非
、注
目
し
て
ほ
し
い
。

プログラム

1617 SinfoniaSinfonia



[指揮]藤岡幸夫　[ナビゲーター]林そよか　[管弦楽]関西フィルハーモニー管弦楽団
---------------------------------------------------------------------------------------------
ブラームス：ハンガリー舞曲より第5番／チャイコフスキー：バレエ「くるみ割り人形」より 花のワル
ツ／シベリウス：交響詩「フィンランディア」／ドヴォルザーク：交響曲第9番「新世界より」第4楽
章／ラヴェル：組曲「マ・メール・ロワ」より 美女と野獣の対話／林そよか：弦楽と打楽器のための
“Fantasia”より 第2楽章　ほか
---------------------------------------------------------------------------------------------
2020.8/10（月・祝） 2:00PM
A おとな 4,400円　こども 2,750円　B おとな 3,300円 こども 1,650円 （税込）
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール／公益財団法人 関西フィルハーモニー管弦楽団

　

日
本
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
界
に
燦
然
と
君
臨
す

る
前
人
未
到
の
ス
タ
ー
、
岡
幸
二
郎
。
福
岡

県
出
身
、
劇
団
四
季
に
シ
ー
ズ
ン
メ
ン
バ
ー

と
し
て
参
加
以
降
、『
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
』『
ク

レ
イ
ジ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ユ
ー
』『
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー

ド
』
な
ど
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
に
出
演
。
著
名
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『
レ
・
ミ
ゼ

ラ
ブ
ル
』
に
は
17
年
と
い
う
長
き
に
わ
た
り

出
演
す
る
な
ど
、
そ
の
華
や
か
な
風
貌
と
圧

倒
的
な
歌
唱
力
で
一
躍
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ス

タ
ー
へ
と
昇
り
つ
め
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅

了
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
デ
ビ
ュ
ー
30
周
年
を
迎
え
、
益
々

精
力
的
に
活
動
す
る
岡
幸
二
郎
が
い
ま
取

り
組
ん
で
い
る
の
が
、
フ
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
を
バ
ッ
ク
に「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」や「
ミ

ス
・
サ
イ
ゴ
ン
」な
ど
著
名
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

名
ナ
ン
バ
ー
を
歌
い
き
る「
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
」で
す
。
こ
れ

ま
で
、
の
べ
1
万
人
を
超
え
る
お
客
様
に
大

好
評
を
い
た
だ
い
た
こ
の
公
演
、今
回
、満
を

持
し
て
初
の
大
阪
公
演
が
実
現
し
ま
し
た
！

　

著
名
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ナ
ン
バ
ー
の
美
し

い
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
サ
ウ
ン
ド
、
そ
し
て
華
や
か
な
ス
ペ

シ
ャ
ル
・
ゲ
ス
ト
を
交
え
て
の
軽
快
な
ト
ー

ク
と
歌
で
存
分
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
、

こ
の「
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
コ
ン

サ
ー
ト
」。
今
回
の
大
阪
公
演
は
、指
揮
は
竹

本
泰
蔵
、
管
弦
楽
は
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交

響
楽
団
が
務
め
ま
す
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
フ
ァ
ン
の
み
な
ら
ず
、多

く
の
音
楽
フ
ァ
ン
に
も
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
、
ま
さ
に〝
ベ
ス
ト
〞と
い
え
る
コ
ン
サ
ー

ト
を
是
非
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

のべ1万人を魅了してきたプレミアムコンサートが
ザ・シンフォニーホールに初上陸！

お子様の自由研究にぴったり！
今年は音楽でヨーロッパの旅をしよう！

[出演]岡幸二郎　スペシャルゲスト（予定）※決定次第、お知らせ致します。
[指揮]竹本泰蔵 　[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

『ジキルとハイド』より「ア・ニュー・ライフ」「ディス・イズ・ザ・モーメント」／『オペラ座の怪人』より「ミュージック・オブ・ザ・
ナイト」／『チェス』より「アンセム」／『ミス・サイゴン』より「ブイ・ドイ」「命をあげよう」／『美女と野獣』より「愛せぬなら
ば」／『レ・ミゼラブル』より「スターズ」「ブリング・ヒム・ホーム」  ほか  ※曲目・曲順は変更になる場合がございます。
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2020.9/6（日） 3：30PM 
S 10,000円　A 8,000円　B 6,000円 （税込）
限定プレミアムシート 13,000円 （税込） ※ザ・シンフォニー チケットセンターのみ取り扱い
[お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]日本コロムビア株式会社／ザ・シンフォニーホール

岡幸二郎 ベスト・オブ・ミュージカル・コンサート in OSAKA

関西フィル 第6回親子定期演奏会 夏休み、自由研究はこれで決まり!! 第2弾 ヨーロッパ一周！ 音楽の旅♪

P I C K  U P  C O N C E R T

　

昨
夏
、ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
、

目
を
キ
ラ
キ
ラ
と
さ
せ
た
好
奇
心
＆
探
求

心
溢
れ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
も
た
く
さ
ん
ご
来

場
い
た
だ
い
た
、
関
西
フ
ィ
ル
親
子
定
期
演

奏
会
。〝
今
年
の
夏
休
み
、
自
由
研
究
は
こ
れ

で
決
ま
り
!!
〞を
掲
げ
て
行
わ
れ
た
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
大
好
評
に
つ
き
、
第
二
弾
が
決

定
し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
の
夏
も
、
関
西

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
と
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が
〝
最
強
の
自
由
研
究
の

テ
ー
マ
〞を
提
案
し
ま
す
！

　

昨
年
は
作
曲
家
と
音
楽
・
歴
史
が
学
べ
る

コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
お
届
け
し
ま
し
た
が
、

今
年
は
、〝
音
楽
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
〞と

題
し
て
、
ロ
マ
ン
派
と
い
わ
れ
る
19
世
紀
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
躍
し
た
作
曲
家
た
ち
の
名

曲
ば
か
り
を
ご
紹
介
。
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
２
世（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）、
ブ
ラ
ー
ム
ス

（
ド
イ
ツ
）、チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー（
ロ
シ
ア
）、

シ
ベ
リ
ウ
ス（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）、
ド
ヴ
ォ
ル

ザ
ー
ク（
チ
ェ
コ
）な
ど
、
小
学
校
の
音
楽
の

授
業
で
習
う
、
有
名
な
作
曲
家
の
音
楽
が

次
々
と
演
奏
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の〝
音
楽
の
旅
〞の
案
内
人
は
、
シ
リ
ー

ズ
開
始
か
ら
、
こ
の
親
子
定
期
演
奏
会
を
ナ

ビ
ゲ
ー
ト
す
る
指
揮
者 

藤
岡
幸
夫
。
さ
ら

に
今
年
は
、
作
曲
家
と
し
て
精
力
的
に
活
動

を
展
開
し
、
こ
の
公
演
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

構
成
を
担
う
林
そ
よ
か
も
、
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

と
し
て
参
加
す
る
。

　

な
お
、コ
ン
サ
ー
ト
で
学
ん
だ
こ
と
、感
じ

た
こ
と
を
書
き
込
ん
で
、
そ
の
ま
ま
提
出
で

き
る
、「
研
究
シ
ー
ト
」を
来
場
者
全
員
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
！
今
年
の
夏
休
み
も
自
由
研
究

は
コ
レ
で
決
ま
り
で
す
！

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

先行予約：3/19（木）　一般発売：3/22（日）

先行予約：3/19（木）  一般発売：3/22（日）

藤
岡
幸
夫
（
関
西
フ
ィ
ル
首
席
指
揮
者
）

林
そ
よ
か
（
作
曲
家
）

©ayane shindo ©HIKAWA
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極
限
ま
で
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
シ
ャ
ー
プ
な

弓
さ
ば
き
、
数
十
人
の
楽
員
を
束
ね
る
圧
倒

的
な
存
在
感
。
石
田
泰
尚
は
、
２
０
０
１
年

よ
り
神
奈
川
フ
ィ
ル
の
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
マ

ス
タ
ー
と
し
て
重
責
を
担
い
つ
つ
、ソ
ロ
、室

内
楽
で
も
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

こ
の
４
月
よ
り
京
都
市
交
響
楽
団
特
別
客

員
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
も
兼
務
の
予
定
だ

が
、６
月
13
日
に
待
望
の
ソ
ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル

を
開
催
す
る
。

　

昨
年
12
月
に
は
「
三
浦
一
馬
キ
ン
テ
ー
ト
」

「
東
京
グ
ラ
ン
ド
・
ソ
ロ
イ
ス
ツ
」で
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
登
場
。
そ
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
は
独
特
の
カ
リ
ス
マ
的
ス
タ
イ
ル
を
も

ち
、
多
く
の
熱
烈
な
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て
き

た
。
今
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
、
古
典
的
な

名
作
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
の
ソ
ナ
タ
、
ク
ラ
イ

ス
ラ
ー
の
ウ
ィ
ー
ン
の
香
り
豊
か
な
洒
脱

な
小
品「
シ
ン
コ
ペ
ー
シ
ョ
ン
」な
ど
が
選
曲

さ
れ
て
い
る
が
、
石
田
の
十
八
番
で
あ
る
ピ

ア
ソ
ラ
作
品
も
本
当
に
楽
し
み
で
あ
る
。「
ア

デ
ィ
オ
ス
・
ノ
ニ
ー
ノ
」「
天
使
の
ミ
ロ
ン
ガ
」

と
い
っ
た
タ
ン
ゴ
の
名
作
で
の
情
感
あ
ふ
れ

る
石
田
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
ま
さ
に
絶
品
。

大
阪
の
フ
ァ
ン
を
大
い
に
沸
か
せ
て
く
れ
る

こ
と
だ
ろ
う
。

　

共
演
は
今
も
っ
と
も
旬
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

山
中
惇
史
で
あ
る
。
東
京
芸
大
で
作
曲
、
ピ

ア
ノ
双
方
を
学
ん
だ
俊
英
だ
。
共
演
者
の
美

点
を
引
き
立
て
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
巧
み
さ

に
は
定
評
が
あ
り
、
数
々
の
名
手
と
共
演
し

て
い
る
。
石
田
と
山
中
と
い
う
コ
ン
ビ
が
、

熱
い
丁
々
発
止
の
名
演
を
繰
り
広
げ
て
く
れ

る
に
ち
が
い
な
い
。

（
文　

伊
藤
制
子
）

待望！ヴァイオリン界のカリスマが
大阪リサイタルでファンを大いに沸かす！

心をほぐす歌声は必聴！
世界の平和と愛を祈り歌う

[ヴァイオリン]石田泰尚　[ピアノ]山中惇史
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ドヴォルザーク：ヴァイオリンとピアノのためのソナチネ op.100 B.183／フランク：ヴァイ
オリン・ソナタ イ長調／クライスラー：テンポ・ディ・メヌエット、シンコペーション、ウィーンの小
さな行進曲／ピアソラ：アディオス・ノニーノ 、フラカナーパ、天使のミロンガ、現代のコンサー
ト、ル・グラン・タンゴ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2020.6/13（土） 7：00PM
全席指定 3,300円 （税込）
[お問合せ]テレビマンユニオン音楽事業部 03-6418-8617
[主催]テレビマンユニオン／ザ・シンフォニーホール

[ソプラノ]コロンえりか　[ピアノ]山田武彦
-----------------------------------------------------------------------------------
グノー：アヴェ・マリア／コロン：被爆のマリアにささげる讃歌／サティ：ジュ・トゥ・ヴー／エ
ルネスト・レクオーナ：マリア・ラ・オ／メネヒルダ：タンゴ「グランヴィーア」より／ドリーブ：
カディスの娘たち　ほか
-----------------------------------------------------------------------------------
2020.6/6（土） 2：00PM
全席指定 3,300円 （税込）
[お問合せ]テレビマンユニオン音楽事業部 03-6418-8617
[主催]テレビマンユニオン／ザ・シンフォニーホール

発売中

発売中

石田泰尚 ヴァイオリン・リサイタル 2020

コロンえりか（ソプラノ） オペラ・ラティーナ

P I C K  U P  C O N C E R T

　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
生
ま
れ
の
コ
ロ
ン
え
り
か

は
、
10
歳
で
来
日
し
て
日
本
の
大
学
院
を

修
了
し
た
の
ち
に
、
英
国
王
立
音
楽
院
修

士
課
程
に
学
ん
だ
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
。
エ
ル
・

シ
ス
テ
マ
ジ
ャ
パ
ン
の
立
ち
上
げ
に
も
尽

力
す
る
な
ど
、そ
の
活
動
は
多
彩
だ
。

　

独
唱
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

オ
ペ
ラ
や
オ
ラ
ト
リ
オ
の
舞
台
も
数
多
く

経
験
。
２
０
１
３
年
に
出
演
し
た
東
京
シ

テ
ィ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の

プ
ー
ラ
ン
ク
作
曲
《
カ
ル
メ
ル
会
修
道
女

の
対
話
》で
、
コ
ン
ス
タ
ン
ス
役
と
い
う
重

要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
演
じ
て
高
く
評
価
さ

れ
、
日
本
で
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
セ
ゴ
ビ
ア
に
認
め
ら
れ
た
ギ

タ
リ
ス
ト
で
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
国
立
音
楽
院

の
学
長
を
務
め
た
父
エ
リ
ッ
ク
の
作
曲
し

た
「
被
爆
の
マ
リ
ア
に
捧
げ
る
讃
歌
」
の

演
奏
と
講
演
を
行
な
い
、
平
和
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
活
動
も
続
け
る
。

　

こ
の
６
月
に
は
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
す
る
。

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
《
野
ば
ら
》な
ど
ド
イ
ツ
・

リ
ー
ト
を
は
じ
め
、サ
テ
ィ
《
ジ
ュ
・
ト
ゥ
・

ヴ
ー
》、
20
世
紀
に
活
躍
し
た
キ
ュ
ー
バ
の

作
曲
家
レ
ク
オ
ー
ナ
の《
マ
リ
ア
・
ラ
・
オ
》

な
ど
、
歌
の
魅
力
を
引
き
立
て
た
親
し
み

や
す
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
コ
ロ
ン
の
声
は
、

透
明
感
あ
ふ
れ
る
音
質
で
ホ
ー
ル
の
す
み

ず
み
ま
で
響
き
わ
た
る
。
そ
の
彼
女
と

共
演
す
る
の
は
、
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
信
頼
を
寄
せ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
山
田
武

彦
。
親
密
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
存
分
に
満

喫
さ
せ
て
く
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。

（
文　

道
下
京
子
）
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巨
匠
ジ
ャ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
・
ラ
ン
パ
ル

の
愛
弟
子
で
、
長
年
世
界
的
奏
者
と
し
て

フ
ル
ー
ト
界
を
牽
引
し
て
い
る
工
藤
重
典

に
よ
る
注
目
の
企
画
。
２
０
１
６
年
の
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
を

制
し
た
辻 

彩
奈
、
第
11
回
東
京
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
の
覇
者
・
田
原
綾
子
、難
関
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
２
位
に

輝
い
た
チ
ェ
ロ
の
横
坂
源
と
い
う
、
日
本

期
待
の
若
手
を
集
め
た
室
内
楽
コ
ン
サ
ー

ト
が
実
現
す
る
！

　

昨
年
夏
に
所
属
音
楽
事
務
所
の
パ
ー

テ
ィ
ー
で
彼
ら
と
共
演
し
た
際
の
印
象

を
、
工
藤
は
、「
長
く
演
奏
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
清
々
し
く
溌
剌
と

し
て
ワ
ク
ワ
ク
し
た
経
験
は
し
ば
ら
く
な

か
っ
た
も
の
で
し
た
」
と
熱
く
語
る
。
ま

た
、恩
師
ラ
ン
パ
ル
が
、若
き
日
の
レ
ジ
ス

･
パ
ス
キ
エ
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）や
ブ
ル
ー

ノ
･
パ
ス
キ
エ
（
ヴ
ィ
オ
ラ
）ら
と
室
内
楽

を
演
奏
し
て
い
た
想
い
出
と
も
重
な
り
、

後
日
偶
然
に
も
辻
は
レ
ジ
ス
、
田
原
は
ブ

ル
ー
ノ
を
各
々
師
に
持
つ
こ
と
を
知
っ
た

と
い
う
。

　

そ
し
て
今
回
演
奏
さ
れ
る
の
が
、
昨
年

夏
お
よ
び
ラ
ン
パ
ル
た
ち
の
演
目
で
も

あ
っ
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
フ
ル
ー
ト
四
重

奏
曲
。
し
か
も
そ
れ
を
全
4
曲
に
加
え
、

フ
ラ
ン
ス
風
の
優
雅
さ
と
流
麗
さ
を
湛
え

た
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
第
17
番
も
演

奏
予
定
だ
と
い
う
か
ら
嬉
し
い
。
フ
ラ
ン

ス
の
巨
匠
た
ち
か
ら
工
藤
へ
、
さ
ら
に
日

本
の
若
者
た
ち
へ
と
受
け
継
が
れ
る
美
し

い
音
の
系
譜
を
存
分
に
堪
能
し
よ
う
‼

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

日本を代表する巨匠と世界が認める
若き奏者による最強のアンサンブルを堪能！

[フルート]工藤重典　[ヴァイオリン]辻 彩奈
[ヴィオラ]田原綾子　[チェロ]横坂 源
-----------------------------------------------------------------------------------
モーツァルト：フルート四重奏曲 第4番 イ長調 K.298／フルート四重奏曲 第2番 ト長調 
K.285a／フルート四重奏曲 第3番 ハ長調 K.285b／フルート四重奏曲 第1番 ニ長調 
K.285／ディベルティメント第17番 ニ長調 K.334 より
-----------------------------------------------------------------------------------
2020.6/5（金） 7：00PM 
全席指定 5,000円 （税込）
[お問合せ]カジモト・イープラス 0570-06-9960
[主催]KAJIMOTO／ザ・シンフォニーホール

工藤重典と世界で活躍する若き音楽家たち〈モーツァルト フルート四重奏曲全曲演奏会〉

The Symphony Hall×和太鼓松村組 夏祭り 2020 夏夜に轟く星屑の響き 〈名曲シリーズ〉大阪フィル×ザ・シンフォニーホール ソワレ・シンフォニー Vol.15

P I C K  U P  C O N C E R T

　

15
回
目
の
公
演
を
迎
え
る
大
阪
フ
ィ

ル
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
、ソ
ワ
レ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
。
今
回
は
麗
ら
か
な
５
月
末
の
金
曜

夜
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、そ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
エ
レ
ガ
ン
ト
で
聴
き
ご
た
え
の
あ
る

出
演
者
と
演
目
が
決
定
し
た
。

　

指
揮
者
は
前
回
に
続
き
、
日
本
を
代
表

す
る
名
匠
で
、過
去
に
同
フ
ィ
ル
の
専
属
指

揮
者
を
務
め
た
経
験
か
ら
長
年
親
密
な
関

係
を
結
ん
で
い
る
大
友
直
人
。
ソ
リ
ス
ト

は
、柔
軟
で
し
な
や
か
な
妙
技
で
大
活
躍
中

の
俊
才
チ
ェ
ロ
奏
者 

宮
田
大
と
い
う
豪
華

な
陣
容
だ
。

　

前
半
は
、チ
ェ
ロ
協
奏
曲
の
代
名
詞
と
も

言
え
る
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
壮
大
な
作
品

を
宮
田
の
ソ
ロ
で
。
彼
は
本
作
を
、「
技
術

云
々
で
は
な
く
、自
分
の
心
の
中
が
自
然
に

作
用
し
て
表
現
さ
れ
る
音
楽
。
演
奏
す
る

た
び
に
、イ
メ
ー
ジ
、カ
ラ
ー
、感
情
が
変
わ

り
ま
す
」と
語
っ
て
お
り
、
今
回
も
季
節
と

会
場
に
ふ
さ
わ
し
い
名
演
が
期
待
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
後
半
に
演
奏
さ
れ
る
の
が
、ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
６
番
「
田
園
」。

大
友
は
過
去
に
、こ
の
流
麗
に
振
幅
す
る
傑

作
交
響
曲
を
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
「
四
季
」

と
弾
き
比
べ
て
自
然
感
の
違
い
を
明
ら
か

に
し
た
り
、歌
手
の
玉
置
浩
二
と
共
演
し
て

彼
の
大
ヒ
ッ
ト
曲
「
田
園
」
と
本
作
を
続
け

て
演
奏
し
た
り
と
、実
に
様
々
な
形
で
演
奏

し
て
き
た
。
そ
ん
な
豊
富
な
指
揮
経
験
か

ら
生
ま
れ
る
に
違
い
な
い
、美
し
い
知
性
と

感
性
を
備
え
た
解
釈
に
期
待
が
高
ま
る
！

　

な
お
、
Ｖ
ｏ
ｌ
．16
公
演
も
発
表
さ
れ
て

い
る
の
で
、併
せ
て
チ
ェ
ッ
ク
を
！

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

【ご予約】ザ・シンフォニー チケットセンター ▶電話／06-6453-2333 ▶WEB／http://www.symphonyhall.jp

写真左より工藤重典、辻 彩奈、横坂 源、田原綾子

Vol.15 2020.5/29（金） 7:00PM　※PM6:50より大友直人によるプレトーク
[指揮]大友直人　[チェロ]宮田 大
ドヴォルザーク：チェロ協奏曲 ロ短調 op.104／ベートーヴェン：交響曲 第6番 ヘ長調 op.68「田園」
A 5,100円　B 3,100円 （税込）--------------------------------------------------------------------------------------------------
Vol.16 2020.11/5（木） 7:00PM　※6:50PMより角田鋼亮によるプレトーク
[指揮]角田鋼亮　[ヴァイオリン]前橋汀子　[オルガン]冨田一樹
サラサーテ：ツィゴイネルワイゼン／マスネ：タイスの瞑想曲／サン＝サーンス：歌劇「サムソンとデリラ」より
〝バッカナール〟／序奏とロンド・カプリチオーソ／交響曲 第3番 ハ短調 op.78「オルガン付」
A 5,100円　B 3,100円 （税込）  一般発売：5/27（水）
※大阪フィル・チケットセンター他、プレイガイドは5/26（火）より一般発売
--------------------------------------------------------------------------------------------------
[お問合せ]大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890
Vol.15&Vol.16のセット券は大阪フィル・チケットセンターのみで発売中
[主催]公益社団法人 大阪フィルハーモニー協会／ザ・シンフォニーホール

人気シリーズ7年目の前半は
大友直人と宮田大の協力タッグで

指
揮
：
大
友
直
人

チ
ェ
ロ
：
宮
田 

大

©Roland Kirishima

発売中

発売中
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「
ド
ド
ー
ン
！
」と
ド
迫
力
あ
る
ス
テ
ー
ジ

で
毎
回
観
客
の
心
を
鷲
掴
み
に
す
る
和
太
鼓

松
村
組
が
、８
月
29
日
に
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
に
て
コ
ン
サ
ー
ト「
夏
祭
り
」を
開
催

し
ま
す
。

　

和
太
鼓
松
村
組
の
最
大
の
魅
力
は
、
和
太

鼓
に
マ
リ
ン
バ
や
オ
カ
リ
ナ
、
ま
た
ケ
ー
ナ

な
ど
の
ア
ン
デ
ス
の
民
族
楽
器
を
融
合
さ
せ

た
、「
力
強
さ
と
優
し
さ
を
併
せ
持
っ
た
、
独

自
の
和
太
鼓
音
楽
」
を
展
開
す
る
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
の
音
楽
は
、
聴
く
者
の
心
の
奥

底
に
染
み
渡
り
、
観
客
か
ら
の
絶
賛
の
評
価

を
受
け
る
こ
と
か
ら
、現
在
は
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
も
、
春「
春
祭
」と
夏

「
夏
祭
り
」の
人
気
の
公
演
と
し
て
定
着
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
舞
台
は
、「
夏
夜
に
轟
く
星
屑
の
響

き
」と
題
し
、忘
れ
ら
れ
な
い
素
敵
な
夏
の
ひ

と
時
を
お
楽
し
み
頂
け
ま
す
。

　

見
ど
こ
ろ
の
一
つ
は
、
鍛
え
上
げ
ら
れ
た

メ
ン
バ
ー
の
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
海
外

で
も
大
好
評
を
博
す
る
な
ど
、
一
糸
乱
れ
ず

の
緊
張
感
あ
る
舞
台
は
、〝
瞬
き
も
忘
れ
て
見

入
っ
て
し
ま
う
〞と
の
声
が
。
そ
し
て
、今
回

の
公
演
で
登
場
す
る
大
太
鼓
は
、
何
と
樹
齢

５
０
０
年
も
の
大
木
と
、
大
切
に
育
て
上
げ

ら
れ
た
牛
か
ら
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

こ
か
ら
発
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
は
、
お
越

し
下
さ
っ
た
皆
様
に
生
命
の
音
の
シ
ャ
ワ
ー

を
身
体
中
に
浴
び
て
頂
け
る
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
な
ら
で
は
の 

〝
ひ
と
夏
の
経
験
〞、
そ
し
て
心
の
洗
濯
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

“瞬きも忘れてしまう”圧巻の舞台！
大迫力＆一糸乱れぬパフォーマンスで魅せる

今年の山響は名作3本立てで魅力を伝える。
うれしいさくらんぼのお土産付き！

[指揮]阪 哲朗　[ピアノ]ペーター・ヤブロンスキー
[管弦楽]山形交響楽団
-----------------------------------------------------------------------------------
ムソルグスキー：交響詩「はげ山の一夜」／ラヴェル：ピアノ協奏曲 ト長調／リムスキー＝コル
サコフ：交響組曲「シェエラザード」op.35
-----------------------------------------------------------------------------------
2020.6/20（土） 2：00PM 
S 5,100円　A 4,100円　B 3,100円 （税込）
[お問合せ]山響チケットサービス 023-616-6607
[主催]公益社団法人 山形交響楽協会／ザ・シンフォニーホール

[出演]和太鼓松村組
-------------------------------------------------------------------------
曲目：未定
-------------------------------------------------------------------------
2020.8/29（土） 7：30PM
全席指定 3,000円 （税込）
[お問合せ]エス・ピー・エース 06-4256-8526
[主催]エス・ピー・エース／ザ・シンフォニーホール

The Symphony Hall×和太鼓松村組 夏祭り 2020 夏夜に轟く星屑の響き

山形交響楽団 さくらんぼコンサート2020 大阪公演

P I C K  U P  C O N C E R T

　

名
湯
と
し
て
名
高
い
銀
山
温
泉
や
食
通

も
う
な
る
美
味
な
さ
く
ら
ん
ぼ
の
佐
藤
錦

な
ど
、
郷
土
色
豊
か
な
食
と
温
泉
を
誇
る
山

形
で
、
地
元
か
ら
長
ら
く
愛
さ
れ
て
き
た
山

形
交
響
楽
団
。
温
か
み
の
あ
る
実
直
な
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
が
特
徴
の
同
交
響
楽
団
が
、
昨

年
に
引
き
続
き
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

で
「
さ
く
ら
ん
ぼ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
す

る
。
指
揮
は
２
０
１
９
年
４
月
よ
り
山
形

交
響
楽
団
常
任
指
揮
者
を
つ
と
め
る
阪 

哲

朗
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
管
弦
楽
の
色
彩
的
な
華

や
か
さ
を
楽
し
め
る
名
作
３
曲
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
一
曲
目
は
、
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー

の
交
響
詩「
は
げ
山
の
一
夜
」。
弦
の
激
し
い

響
き
や
重
厚
感
あ
ふ
れ
る
金
管
の
活
躍
な

ど
が
め
ざ
ま
し
い
名
曲
で
あ
る
。
続
く
ラ

ヴ
ェ
ル
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
に
は
、
名
手
ペ
ー

タ
ー
・
ヤ
ブ
ロ
ン
ス
キ
ー
が
登
場
す
る
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
生
ま
れ
で
若
く
し
て
頭
角
を

現
し
、
世
界
各
地
の
主
要
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

共
演
し
て
き
た
。
近
年
ま
す
ま
す
円
熟
味

を
増
し
て
い
る
ヤ
ブ
ロ
ン
ス
キ
ー
が
、
ジ
ャ

ズ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
組
み
込
ん
だ
ラ
ヴ
ェ
ル

作
品
を
ど
う
聞
か
せ
て
く
れ
る
か
、
楽
し
み

だ
。
な
お
父
の
影
響
も
あ
り
、
ヤ
ブ
ロ
ン
ス

キ
ー
は
当
初
ジ
ャ
ズ
の
ド
ラ
ム
に
親
し
ん
だ

が
、の
ち
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
転
じ
た
と
い
う
。

　

締
め
く
く
り
に
は
リ
ム
ス
キ
ー
＝
コ
ル
サ

コ
フ
の
交
響
組
曲「
シ
ェ
エ
ラ
ザ
ー
ド
」が
選

ば
れ
た
。
千
夜
一
夜
物
語
に
も
と
づ
き
、
生

き
生
き
と
し
た
描
写
的
な
創
意
に
満
ち
た

曲
で
、
山
形
交
響
楽
団
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
文　

伊
藤
制
子
）

指
揮
：
阪 

哲
朗

ピ
ア
ノ
：
ペ
ー
タ
ー
・
ヤ
ブ
ロ
ン
ス
キ
ー

山形交響楽団

先行予約：3/19（木）　一般発売：3/23（月）

発売中
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